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 ごあいさつ：

　今号は総会資料が主な内容です。全国大会の会
場下見の折、雑談がてらに事務局長に話した拙宅
の長女のエッセイが、思いもかけず『友和』に掲
載されることになり、恐縮至極です。日本の過疎
地に住む中学 2年生が語る将来は果たしてどれだ
けの現実味があるのか。彼女のエッセイの背後に
は、過疎化、少子化、教育の 2極化など、現代日
本の多くの課題が隠されていて、内容に感心する
反面、複雑な思いです。
　朝日新聞のスクープから始まった森友学園の用
地取得段階における「忖度」問題の新展開は、安
倍政権が権力強化のために着々と進めてきた外堀
を埋める作業の弊害が表面化してきた証のように
思えます。野党が国民にもっと、具体的、現実的
な選択肢を示すことができるのであれば、国会で
の批判や追求に説得力が生れるのに、と、のらり
くらりの国会答弁を口惜しく聞くばかりです。
皆さまのご意見、所感、短文、報告などのご投稿
お待ちしております。次号への寄稿の締切りは 5
月 15 日と致します。

櫻井　淳司・紀子、冨田　成美、中西　トク子、植松　信雄、友寄　隆房、水澤　壽郎、石谷　美智子、
下山田　誠子、中村　陸郎、金子　玲、青木　慶一、新井　澄子、笹井　岩男、市東　禮次郎・清子、
延藤　通・房子、石渡　能子、岡村　順、今野　利介・和子、吉村　薫、隝田　征子、鈴木　玲子、
大西　洋司・しげ子、清水　峰子、古川　静、水戸　潔、寄村　仁子、藤本　喜代枝、植松信雄、
中林憲一、池田泉、飯髙京子

〔運営支援金・寄付金〕として、
(2018・1・17～ 2018・3・15分、敬称略 )ご協力ありがとうございました。

アジアの村、自分の島、そして世界のために

松山市立中島中学校 2 年　岡田　栞那　　　　
　　　　　　　　　　　　

JICA国際協力中・高校生エッセイコンテスト2017外務大臣賞受賞

　

私
は
過
日
、
黒
部
峡
谷
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
。

　

宇
奈
月
か
ら
欅
平
へ
行
く
有
名
な
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
、
戦
前
黒
部

川
の
ダ
ム
建
設
の
物
資
の
輸
送
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

終
点
欅
平
駅
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
、Ｔ
さ
ん
か
ら
、
思

い
が
け
ず
10
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ま
（
T
氏
）
の
話
を

お
聞
き
し
た
。

　

欅
平
に
あ
る
第
三
ダ
ム
は
1
9
3
6
年
着
工
、
1
9
4
0
年
完
成
。

関
西
電
力
の
前
身
日
本
電
力
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
建
設
用
の
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
の
だ
が
、
そ
の
途
中
に
地
熱
が
1
7
0
℃
に
も
な
っ
て

い
る
所
が
あ
る
。Ｔ
氏
は
こ
こ
で
働
い
て
い
た
。仕
事
は
大
変
過
酷
で
、

戦
地
へ
や
ら
れ
る
赤
紙
が
来
る
と
皆
喜
ん
だ
。
そ
れ
程
過
酷
だ
っ
た

の
だ
。

　

こ
の
高
温
の
ト
ン
ネ
ル
は
高
熱
隧
道
と
呼
ば
れ
と
て
も
人
の
入
れ

る
所
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ダ
ム
を
つ
く
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も

こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
使
っ
た
の
が
朝
鮮

人
の
労
働
者
だ
っ
た
。

　

こ
の
高
熱
の
岩
盤
の
壁
に
、
下
を
流
れ
る
黒
部
川
の
水
を
掛
け
て

冷
や
し
な
が
ら
、
一
度
に
8
カ
所
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
設
置
し
爆
発
さ

せ
て
少
し
ず
つ
掘
り
進
む
の
だ
が
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
温
度
は
そ
う
簡

単
に
低
く
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
朝
鮮
人
の
労
働
者
を
追
い
込
ん
で
、

発
破
の
穴
を
あ
け
て
設
置
さ
せ
る
の
が
T
氏
の
仕
事
だ
っ
た
。
追
い

込
ま
れ
た
労
働
者
は
高
熱
で
た
ち
ま
ち
体
は
水
ぶ
く
れ
に
な
り
、
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
が
爆
発
（
60
〜
90
℃
で
自
然
爆
発
す
る
こ
と
が
あ
る
）
し
て
吹

黒部第三ダム

木村　宥子

き
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
体
は
小
さ
い
肉

片
と
な
り
高
温
の
壁
に
叩
き
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
は
ま
る
で
焼
き
肉

状
態
。
下
を
流
れ
る
黒
部
川
は
血
で
真
っ
赤
な
流
れ
に
な
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
で
も
一
度
に
掘
れ
る
の
は
わ
ず
か
2
0
c
m
、
約

2
0
m
の
高
熱
隧
道
部
分
を
掘
る
の
に
3
年
を
要
し
た
そ
う
だ
。

　

何
故
こ
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
黒
部
に
3
つ
も
の
ダ
ム
を
作
っ
た

の
か
。
そ
れ
は
戦
争
気
運
の
高
ま
り
と
共
に
ど
ん
ど
ん
発
展
し
た
、

関
西
の
軍
需
工
場
の
電
力
を
ま
か
な
う
た
め
で
あ
る
。

　

Ｔ
氏
は
2
回
出
征
し
た
そ
う
だ
が
、
亡
く
な
る
ま
で
戦
争
を
語

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
生
の
最
後
の
3
年
間
は
毎
晩

毎
晩
「
俺
が
追
い
込
ん
だ
朝
鮮
人
の
顔
が
見
え
る
」
と
声
を
上
げ

て
泣
き
、「
俺
は
地
獄
に
行
く
」
と
繰
り
返
し
て
お
ら
れ
た
そ
う

で
あ
る
。

　

Ｔ
さ
ん
は
「
父
の
中
で
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

を
引
き
継
い
で
い
る
私
の
中
で
も
戦
争
は
終
わ
ら
な
い
」
と
話
し

て
お
ら
れ
た
。

　

い
ま
、
宇
奈
月
近
隣
に
朝
鮮
人
の
強
制
労
働
に
つ
い
て
語
る
人

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
痕
跡
も
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
し

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
日
本
の
敗
戦
の
日
、

私
は
旧
制
女
学
校
の
二
年
生
で
し
た
。
そ
の
半
年
以

上
前
か
ら
米
軍
の
本
土
空
襲
は
激
し
さ
を
増
し
、
三

月
十
日
の
東
京
大
空
襲
の
夜
は
、
真
夜
中
に
も
関
わ

ら
ず
東
京
方
面
の
空
は
真
っ
赤
に
染
ま
り
ま
し
た
。

当
時
私
は
千
葉
県
の
船
橋
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

米
軍
用
機
は
船
橋
の
上
空
を
通
っ
て
東
京
方
面
に
向

か
い
ま
す
。
よ
く
晴
れ
た
美
し
い
青
空
の
日
は
恐
怖

の
日
で
し
た
。
必
ず
米
機
が
上
空
を
通
る
か
ら
で
す
。

米
軍
爆
撃
機
B
２
９
の
編
隊
が
、
空
の
底
か
ら
唸
る

よ
う
な
爆
音
を
響
か
せ
て
通
過
す
る
の
で
す
。
こ
の

音
は
、
今
も
私
の
耳
の
底
に
残
っ
て
い
ま
す
。
日
本

全
土
に
空
襲
は
拡
大
し
、
十
三
才
の
私
は
何
時
死
ぬ

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
恐
怖
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

幸
い
船
橋
は
空
襲
を
免
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
翌

二
十
二
年
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
旧
制
女
学
校
四
年
生
、

今
の
高
校
一
年
の
時
で
す
。
戦
争
が
な
い
な
ら
ば
、

も
う
死
の
恐
怖
は
な
い
の
で
す
。
本
当
に
安
心
し
ま

し
た
。
一
粒
の
お
米
も
な
い
ひ
も
じ
さ
な
ど
何
で
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
八
月
、
私
は
矢
内
原
忠
雄
先
生
の

妙
高
聖
書
講
習
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
二
十
二
才
の

時
で
す
。
御
講
義
は
第
一
イ
ザ
ヤ
で
し
た
（
イ
ザ
ヤ
書

第
一
章
か
ら
三
十
九
章
ま
で
）。
こ
の
時
の
御
講
義
は
同

残
り
の
者

小
関
　
道
子

沖縄の姿と日本

年
十
月
の
「
嘉
信
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ザ
ヤ

は
ア
ッ
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
の
二
大
国
に
挟
ま
れ
て

ユ
ダ
の
国
の
独
立
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
、
外
交
で
は
絶

対
非
戦
の
平
和
を
、
内
政
で
は
正
義
と
公
平
を
主
張

し
、
そ
れ
に
は
神
の
守
り
に
対
す
る
信
頼
が
基
本
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
イ
ザ
ヤ
の
進
言
に
耳
を

傾
け
な
か
っ
た
王
も
、
ア
ッ
シ
リ
ア
軍
に
包
囲
さ
れ

た
エ
ル
サ
レ
ム
の
救
い
の
為
に
、
つ
い
に
イ
ザ
ヤ
に

祈
り
を
求
め
、
神
は
そ
の
祈
り
に
応
え
て
ア
ッ
シ
リ

ア
軍
を
打
ち
給
い
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
民
は
戦
わ
ず
し

て
救
わ
れ
ま
し
た
。
紀
元
前
七
〇
一
年
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
ユ
ダ
は
救
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
神
に
帰

ら
ず
、
そ
の
後
の
イ
ザ
ヤ
は
か
え
っ
て
嘲
笑
と
迫
害

を
受
け
ま
し
た
。
王
と
民
を
見
て
、
や
が
て
国
の
滅

亡
と
国
土
の
荒
廃
を
予
見
し
た
イ
ザ
ヤ
は
、神
は
「
僅

か
な
残
り
の
者
」
を
留
め
ら
れ
、
そ
の
も
の
が
神
に

帰
り
、
こ
の
地
の
根
と
な
っ
て
神
に
贖
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
唯
一
の
希
望
を
持
っ
た
の
で
あ
り
ま
し

た
。

　
矢
内
原
忠
雄
先
生
は
戦
前
、
こ
の
国
の
軍
国
的
な

政
治
を
批
判
し
、
昭
和
十
二
年
東
大
教
授
の
職
を
追

わ
れ
、
多
く
の
誹
謗
中
傷
を
受
け
、
月
刊
「
嘉
信
」

も
発
行
禁
止
の
処
分
を
受
け
ま
し
た
。
政
池
仁
先
生

の
月
刊
誌
も
発
行
禁
止
と
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
弼
美

先
生
は
戦
争
を
批
判
し
て
特
高
に
逮
捕
さ
れ
、
そ
の

他
戦
争
反
対
者
、
特
に
キ
リ
ス
ト
者
は
投
獄
さ
れ
た

り
、
獄
死
さ
れ
た
り
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
戦
争
に
敗
れ
た
日
本
国
民
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
が

正
し
か
っ
た
こ
と
を
認
め
ま
し
た
が
、
神
に
帰
ろ
う

と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
神
は
、こ
れ
ら
「
僅

か
な
残
り
の
者
」
の
信
仰
の
真
実
に
よ
っ
て
日
本
の

国
を
贖
わ
れ
、
思
い
も
か
け
な
い
方
法
で
旧
憲
法
を

百
八
十
度
転
換
す
る
現
在
の
平
和
憲
法
、
特
に
九
条

を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
矢
内
原
先
生
が
こ
の
イ
ザ
ヤ
書
の
講
義
を
な
さ
っ

た
昭
和
二
十
九
年
頃
は
、「
日
本
が
米
国
の
占
領
下
に

な
け
れ
ば
た
だ
ち
に
共
産
軍
が
日
本
を
占
領
下
に
置

く
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
日
本
は
軍
備
を
持
つ
べ

き
で
あ
る
。憲
法
九
条
は
抽
象
論
で
無
責
任
で
あ
る
。」

と
い
う
非
難
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
「『
残

り
の
者
』
と
は
今
日
の
場
合
イ
エ
ス
を
信
ず
る
真
の

信
者
で
あ
る
」「
混
沌
た
る
不
安
の
空
気
に
つ
つ
ま
れ

た
日
本
の
現
状
に
於
い
て
『
僅
か
な
残
り
の
者
』
は

空
の
星
の
ご
と
く
貴
重
で
あ
る
。
兄
弟
姉
妹
よ
、
心

を
強
く
し
て
神
に
よ
り
た
の
め
。」
と
こ
の
御
講
義
を

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
六
十
数
年
憲
法
は
存
続
し
、
ソ
連
は
崩
壊

し
て
冷
戦
は
終
わ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
パ

ウ
ロ
は
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
十
一
章
「
イ
ス
ラ
エ
ル

の
残
り
の
者
」
の
箇
所
で
、
神
は
「
バ
ア
ル
に
ひ
ざ

ま
ず
か
な
か
っ
た
七
千
人
を
自
分
の
た
め
に
残
し
て

お
い
た
」と
エ
リ
ア
に
告
げ
ら
れ
た
。同
じ
よ
う
に「
現

に
今
も
恵
み
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い

ま
す
」
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
恵
み
に
よ
り
残
さ
れ

た
も
の
と
し
て
、
常
に
神
に
立
ち
帰
り
、
こ
の
友
和

会
の
お
働
き
を
神
が
用
い
給
う
こ
と
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

ハンセン病療養所愛楽園、通底する差別の構造
　元ハンセン病患者であった平良仁雄さんの詳しい
施設案内と説明を聞いたあと、夕刻、実父がハンセ
ン病であったことを 40 年経って知った奥間政則氏
の証言と告白は衝撃であった。
　政則さんの実父は息子に自分がハンセン病である
ことを明かさぬまま亡くなった。2015 年、奥間さん
は愛楽園で学芸員の辻央（つじ　あきら）氏（愛真高校
出身）に出会い、彼がまとめたハンセン病患者の証
言集を見せられ「この証言はあなたのお父さんの証
言ではないのか」と言われ、父の苦悩に満ちた人生
を知った。そこで彼が受けた衝撃はハンセン病者に
対する冷酷な国策（ライ予防法と差別）であり、世間
の偏見と差別の実態であった。家族をこの差別から
守るため父は自分の事は語らず、密かに活字で残し
て逝った。この父に対する国と世間の差別といま沖
縄で行われている国の差別抑圧は通底すると直感し
た彼は、基地建設に反対する行動につながってゆく。
土木が専門である彼は自分の経験と知識を総動員し
て、反基地運動と講演活動で飛び回っている。その
訴えは、真実であり、非常に力強く説得力がある（＊
1）。奥間氏は多忙の中、高江の基地建設地も案内し
て下さった。

座り込みで負傷した平良悦美さんの告白　
　宜野湾セミナーハウスで、平良修牧師の奥様、平
良悦美さんのお話しを伺った。
　昨年夏、キャンプシュワブゲート前で座り込みを
していた悦美さんに車が突っ込み、脚を骨折し、た
だちに救急車で病院に運ばれ入院することになった。
幸い入院は長引くことなく怪我は快癒して、座り込
みを再開したとのことである。感銘を受けた事が二
つある。一つ目は、突っ込んだ車を運転していた若
者には思想的背景はなかったらしく、後日彼が謝り
に来た時、悦美さんが「許してあげるからこれから
一緒に座り込みをして」と言ったら「はい、そうし
ます」と答えたとのことである。
　二つ目は、自宅から座り込みに行くときは、車を
運転しながら「主の祈り」をウチナーグチ（沖縄の言葉）
で唱えながらゆくとのことである。録音に取らせて

頂いたが、なんともいえない、平安に満ちた響
きである。

沖縄戦戦跡、ガマ、平和祈念塔などを巡る
　毎年案内して下さる平和運動活動家、宇根悦
子さんの解説は少しの誇張もなく静かであるが
秀逸で、深い洞察に満ちている。ある戦跡の説

水戸　潔

　三月はじめに、私にとって二度目となる沖縄への「平
和の旅」に参加した。はじめに、伊江島で開催された
財団法人わびあいの里主催の「ゆずり合い 助け合い 
学び会う会」に参加し、その後辺野古新基地建設工事
のゲート前での工事阻止抵抗活動に加わり、高江では
ヘリパッドの軍事訓練に反対し非暴力の抵抗をしてい
る人たちと出会いお話しを聴くことが、主な内容で
あった。
　今回の沖縄平和の旅で、私は本当に多くの貴重な体
験をし、また沖縄の方々との出会いと温かい交流の時
を与えられたことは心に深く刻まれ、教えられること
の多い旅行であった。同時に改めて沖縄の現実の姿が
一段と困難な状況となっていることを知らされ、沖縄
から離れた本土で生活している私たちには一層厳しい
問いが迫っていることを感じずにはいられなかった。
　沖縄訪問について体験したこと、見たこと聴いたこ
とを記さなければならないと思いつつ、それらについ
ては改めることとして、沖縄を訪れ、数日を過ごし、
沖縄から戻り今日までの間、いま現に起こっている私
たちの国の混沌とした状況の只中で私が考え、自分自
身のあり方と、この世において平和を求めつつ生きる
わたしたちとしてどのように歩むべきだろうか、と考
え模索してきたことを記させて頂きたいと思う。
（１）沖縄の困難な現実にどのように向き合うのか
・  沖縄の「米軍基地による基地負担の苦しみ」を他人
事とは思わず、自分の問題として沖縄の問題に関わり、
沖縄の闘いに連なる活動に取り組むことは非常に大切
である。
　沖縄の現地に赴くことはなかなか容易いことではな
いが、沖縄の友、親しい知人との交流を深め、想像力
によって沖縄の苦しみ、悲しみに共感し、出来る支援
をすること、そのような人の輪を広げる努力は大切で
ある。
・  しかし、現実に沖縄で起こっている米軍基地が集中
する故の被害、恐怖感、不安などは、その場所にいる
者にしかわからない、という現実の認識を持つことが
より重要。そして、その様な問題をもたらす原因は、
この私たちが「平和」に生活している日本の国家及び

国民全体の責任であることの認識を持たなけ
ればならないと思う。
（２）　沖縄の問題、日本の問題への視点の根
本的見直し。
    さらに、沖縄の問題を本土にいるという立
場から見ているという視点を根本的に見直
す。逆転させる。

i    日本から沖縄の問題を見るのではなく、沖縄から日
本を見る。
ii   沖縄の視点から見ることによって、日本の国の根本
的な問題過ちがみえるのではないか。
・中央から地方という見方の誤り、多数決を盾に権力
の力を利用して弱い者、小さい者を切り捨てて意に介
さない、誤った民主主義の濫用など
iii   日本の歴史を沖縄の視点で問い直す
沖縄が琉球王国であった時代から薩摩藩侵攻→琉球処
分→沖縄戦→米軍占領下→本土復帰→現在その全ての
時代を通じて日本国家として沖縄蔑視、差別、切り捨
てを続け、国（政権）の自己利益を優先し犠牲にして
きた。そのことを一度でも国として謝罪したという事
実はあったのだろうか。
iv   この視点の逆転が現在の沖縄の困難な問題を解く
ヒントになるのではないか、と考えている　
　もし、日本（本土）の世論が上記の視点の逆転に傾
けば、「危険な普天間基地の廃止のための唯一の代替
地が辺野古」という誤った固定概念の根拠は崩れ、さ
らに、沖縄駐留海兵隊の存在理由がないとなれば、辺
野古基地の建設は不要となる。→辺野古基地建設は、
地球環境、貴重天然資源保護、地質・地盤構造上の面
等から、多額のコストをかけた挙げ句に完成不可能と
なる可能性があるのではないか？ 
　更に、沖縄の視点から見直せば、主権国家として日
米安保体制の根本的なアメリカ従属を固定化している
日米地位協定を根本的に見直し沖縄の危険防止に役立
つ内容に改訂することは当然のこととなる。
v   沖縄を犠牲にしてきた歴史の背景に、日本国家の隠
蔽体質が歴然としていることが見えてくる。隠蔽・密
約によって国家や政権温存を図った犠牲を沖縄に強い
てきた歴史を直視しなければならない。
　1944 年末　近衞文麿上奏文を昭和天皇受け入れず、
1947 昭和天皇がマッカーサーに沖縄占領継続を希望、 
1950 年代　沖縄へ核兵器配備（伊江島模擬核爆弾投下訓
練）、1972 年沖縄本土返還時の「核抜き・本土並み返還」
の有事核兵器再持ち込み密約・・・・すべて沖縄が犠
牲となる密約であった。

（次号に続く）　

いま、沖縄の現実に向き合う

植松　信雄
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日時：2017 年 5月 12日 ( 土 )　
　　　　　　　　　　　　13：30～ 16：15
（総会後約 1時間、懇親会を予定しております）
場所：キリスト友会東京月会フレンドセンター
　　　　　　　　　　　　　（港区三田 4-8-19）
問い合わせ：090－3900－6894（飯高）

総会のお知らせ

編集後記

明が終わった後「みなさん、戦争というものは、ある
日突然起こるのではなく、この遺跡に見られるように
周到な準備がなされた後起こされるのです。いま日本
の歩んでいる姿は、かっての日本の姿と重なります。
安保法制、改憲のうごき、沖縄辺野古、高江での工事
強行、離島で進んでいる自衛隊配備など・・・沖縄に
いるとそのことがよくわかるのです」という言葉には、
胸を突かれた。
　今回、映画「ハクソー・リッジ」（＊2）の舞台となっ
た浦添市の前田高地を訪れた。高地の上に立って、あ
の爆弾と人肉が飛び散る壮絶な戦闘場面と、その中に
あって「汝、殺す勿れ」の神の教えを守って、武器所
持を拒否し全くの丸腰で７５人もの負傷兵を救ったク
リスチャン衛生兵、デズモンド・ドスの姿が甦ってき
て感無量であった。
　あの映画には、「アメリカの正戦というプロパガン
ダ映画である」「殺されていった無辜の沖縄の人たち
の姿が描かれていない」という批判もあるが、あの映
画は、戦場にあってもあくまでも非戦、非暴力を貫き、
負傷兵（日本人兵士も含まれていた）を救った一人の人物
の生き様を描くという製作意図を汲むべきであろう。

旅を終えて
　沖縄では一番桜の可憐な花びらがほころび始めてい
た。
　貴重な所を訪れ、貴重な人に出会い、貴重な真実を
知った。あの美しい海、うっそうと繁るヤンバルの森
を戦争のために潰すことは断じて許してはならない。
こみ上げるその思いと共に、私たちは決して傍観者、
応援団として外野から声援を送るだけではいけない、
何ができるかを真剣に考え立ち上がりたいと思った。
友和会がそれを担ってほしいと切に願う。

注）　＊１：奥間氏によると、現在埋め立てが進んでいる辺
野古の地層上部は、沖縄石灰岩からなっており、巨大な軍事
基地の重さには耐えられない（潰される）とのこと。また辺
野古弾薬庫の近くを活断層が走っており、極めて危険な場所
であるとのこと。
＊２： 「ハクソー・リッジ」とは、ノコギリの歯のような切
り立った断崖のことで、沖縄の激戦があった浦添市前田高地
にある。今夏公開されたこの映画は、現在ビデオレンタル店

P12 最下段に続く―→

で借りて観ることができる。なお「A True Story of An 
American Soldier」（アメリカ製ＤＶＤ）は非売品。水戸より
回覧用で貸し出しは可。

＊4　： 翁長雄志知事へのファックスは、「ＦＡＸ番号　098
－866－2467、沖縄県知事公室気付　知事・翁長雄志様」で、
「支持します」の一言でもよい。

―→P11 より続く
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高熱隧道 アクセス

JR にて宇奈月へ→トロッコ→欅平 (5/5~11/30, 往復大人 3960 円）
欅平から黒部ルート見学会：欅平→黒部ダム（トンネル区間）は、
関電のダム補修のためのトンネルだが、一般にも公開されている。
（無料、要申込み。T：076-442-8263）。

高熱隧道

黒部第３発電所

2018年度　日本友和会総会関連資料（案）

　
2017 年度活動報告（案）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　事務局長　水戸　潔

（一）2017 年度　情勢分析
　昨年 5 月の総会に於いて、重要度の順位で①新安保
法制の成立、②沖縄軍事基地建設工事の情勢、③アベノ
ミクスによる貧困格差の進行、④原発再稼働の進行、⑤
安倍政権下の国と社会の変貌と位置づけたが、その位
置づけは大きく変わった。
　一言で言えば､安倍政権の驕り､腐敗極まったという
ことである。

①   安倍政権の驕りと腐敗
　昨年 10 月の衆議院議員選挙で、野党民主党の分裂
という改憲勢力にとっては願 ってもないハプニング
と､小選挙区制度のマジックによって、遂に改憲勢力
が 3 分の 2 議席を占めるに至った。国民の多くは、
ただ経済の表面的な現象（株価堅調、失業率改善）に目
を奪われ、現政権を認めている観がある。しかし、そ
の間に、政権はますますおごり高ぶり､強権的姿勢と
内部の腐敗が進んでいった。
　その極みが財務省による前代未聞の「森友文書改ざ
ん」事件である。政権はこれを役人のやったこととし
て、政治家の責任は無いかの如く言っているが、国家
行政の腐敗は政治の腐敗であることは誰の目にも明ら
かである。政権にとっての「不都合な真実」は暴かれ、
「天網恢々疎にして漏らさず（テンモウカイカイソニシテ
モラサズ）*」の格言は、腐敗した現政権にこそ妥当す
ることが証明された。
　(* 老子の言葉。天の網は広大で目があらいようだが、悪　
　人は  漏らさずこれを捕える。悪いことをすれば必ず天罰が
　下 る意。『広辞苑』

②   辺野古軍事基地建設の情勢
　国家による沖縄差別・弾圧は、総選挙による与党の
勝利と安倍政権の非情な驕りによっていっそう深刻に
なった。国家の暴力によって、高江のオスプレイヘリ
パッド基地建設が強行された。オスプレイの墜落、部
品の落下等の事故が続いても、政府はアメリカの言う
なりで、危険な飛行は平然と続けられている。
　また、３月 13日の辺野古基地建設差し止め裁判で、
那覇地方裁判所は、この海域には漁業権がないので裁
判の理由が無いという理不尽な理由で門前払いをして
しまった。

　3 月 14 日には、山城博治、稲葉博、添田充啓の三
氏に対し、威力業務妨害で有罪判決（執行猶予つき）
が出た。国家の暴力は棚に上げ、やむにやまれず抗議
行動に訴えた行為を針小棒大に取り上げて有罪とした
との感は否めない。
　そこには、沖縄住民より日米安保優先、沖縄蔑視の
姿勢が露骨に現れている。また、マスコミの報道姿勢
にも現れているように、沖縄と本土のこの問題に対す
る理解、関心の温度差にも私たちは気づかなければな
らない。

③   経済に惑わされる国民
　株価が堅調で失業率が下がった。就職率も上がった。
それだけで国民生活を判断して良いのか、ということ
がいま突きつけられている。
　格差は広がり、子供の貧困はさらに深刻で、６人に
１人（16.3％）がランドセルを買うお金にさえ困って
いるという。さらに、一人親世帯ではこの比率が５５％
になっているという現実を目の前にして、アベノミク
スが成功したとは到底言えない。国の借金はますます
肥大している一方、北朝鮮情勢を奇貨として防衛費は
史上最高に膨らんでいる。政権の腐敗と共に、経済の
腐敗もまた進行している。

④   核廃絶の動きと原発再稼働
　2 万１千人の死者行方不明者を出したあの悪夢のよ
うな 3.11 東日本大震災から 7 年の月日が流れた。し
かし、復興はまだ道半ばであり、７年経っても未だに
避難生活を続けている人が 7 万 3 千人もいるという
ことに驚きを禁じ得ない。特に原発事故で古里を追わ
れ帰ることができない人びとは未だに約２万人もいる
という。原発事故の事故究明、収束もはっきりせず、
安全性も確立しておらず放射性廃棄物の持って行き場
が無いにもかかわらず、政府は財界の要望に添って再
稼働を次々容認している。
　さらに失望させられるのが、核廃絶の世界的潮流に
背を向ける日本の姿である。ノーベル平和賞を受賞し
た「核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）」の努力に
より昨年 7 月国連で採択された核兵器禁止条約に、世
界で唯一の被爆国であるにもかかわらず、日本は賛成
しなかった。アメリカに追従したのである。国際社会

に顔向けの出来ない恥ずかしい姿であった。

⑤ 安倍政権下での国と社会の変貌、憲法改正への動き
　顕著に感じられる政権の傾向は、立憲主義の否定と
ますます強まる右傾化の兆候である。この政権は憲法
などまるで眼中にないが如く強権的に振る舞う。ヘイ
トスピーチに見られる人権侵害を容認するかの様な政
府の態度、韓国慰安婦問題など見ると、謙虚な謝罪の
姿は微塵もない。さらに将来を担う若者にはわが国の
過去の歴史的事実を否定し、伝えようとしない。新憲
法が保障する基本的人権、信教の自由、主権在民、武
力での威嚇や攻撃を禁じる憲法九条を軽視し、為政者
が管理しやすい国民教育を推進。着実に若者の右傾化
に成功しつつあるのは日本の将来に垂れ込めた暗雲で
ある。
　現政権は、3 分の 2 の改憲勢力獲得を機に、いよい
よ現憲法 9 条を変えて戦争の出来る国にしようと目論
んでいる。これに対抗して、いま安倍改憲 NO！
3000 万人署名運動が全国各地で推進されている。

（二）2017 年度活動報告
　前述の情勢の中で、昨年度友和会は、その時々にお
いて会員へは友和誌を通して、外部に対しては、署名、
カンパ、平和団体との協同などを通して平和への行動
を実行してきた。詳細は友和誌を通してご覧頂くとし
て、ここでは昨年度の主要な活動を報告する。                                          
１）第 67回日本友和会全国大会
日　時：2017 年８月 22日（火）、23日（水）
場　所：群馬県青少年会館
主　題：「生きる権利」
参加者：46名（内、学生９名）
主題講演：「いのちが分断される時代に～困窮者支援
の現場から～」
講師：NPO法人抱樸理事長　奥田知志
オプションツアー：「非戦の牧師・柏木義円に学ぶ～
安中を訪ねて～」24日、参加者 24名

２）日本友和会 90 周年記念誌発行
　日本友和会は 1926 年３月に設立されてから、
2016年90周年の節目を迎えた。JFORの歴史記録は、
記述としては 2000 年まで、略年表としては 2008 年
までで、その後発行が滞っていた。
　90 周年を機に、その後の歴史記述、続きの年表、
友和会でかつて労された方々の投稿などをまとめて、
2016 年度内の発行を目標に困難な作業に取り組み、
2017 年８月 15 日発行（145 頁、600 部）。全国大会会
場及び郵送にて会員と関係諸団体、個人に配布された。

３）その他、平和運動への参加、協力等
●  新安保法案反対国会前集会と各種学習会、原発再稼
働反対行動集会、ヘイトスピーチ反対集会、辺野古基
地建設反対抗議集会参加、駅前スタンディング、平和
関連委員会および諸集会（NCC、非暴力平和隊、宗教者
平和協議会、平和的生存権を国連へ、脱原発集会がこれら

に該当）には首都圏を含め、全国各地で会員有志が地
元９条の会などと連帯して参加している。特に辺野古
で連日、非暴力抵抗運動を継続中の会員らを激励する
ため、本土の会員有志は伊江島での故阿波根昌鴻さん
没後記念第 16 回勉強会参加と同時に、坐りこみを続
ける現地会員を訪問、連帯の意を表した（2018．３月
上旬）。一方、青森県大間の核燃料サイクル施設建設
に反対して村八分にされても農地を売らず、建設地隣
にふみとどまっている「あさこハウス」熊谷厚子さん
を継続支援中の会員有志は、物品の販売、ハガキ支援
運動などを続けている。また、会員有志は、恒例の「南
京地区謝罪植樹活動」に３月下旬に参加予定であった
が中心となって推進してきた指導者の逝去により、今
春は中止。

◆安倍政権改憲NO！ 3000 万人署名運動に協力
　他団体の実践例に倣い、この署名運動に賛同する会
員有志の名前を列挙した署名用紙を作成。友和誌に同
封して会員に署名活動へ一層の協力を呼びかけた。
17 年 12 月末に第１回集約分 1018 筆を中央集約団体
へ送付した。
　その後、18 年３月 15 日現在、365 筆集まり、日
本友和会扱いとしての累計は 1383 筆となった。

◆第 67回全国大会報告　　   実行委員長　池田　泉
　全国大会のテーマは「生きる権利」講演会は昨年に
引き続き公開とし、講演者は奥田知志牧師。演題は「い
のちが分断される時代に～困窮者支援の現場から」。
お話はキリスト者ではない参加者にも良く理解できる
示唆に富んだメッセージでアンケートからも参加者の
満足が伝わってきました。前橋の理事・朝倉さんのお
働きで、準備した 74 席では足らず、椅子の補充をし
ました。また同じ会場での沖縄の写真展は、沖縄の会
員：石原昌武・艶子さんご夫妻の参加で報告会もでき、
沖縄の今を参加者が肌で感じ、考えることが出来まし
た。故青木栄実氏（元会員）の平和の切手展も好評で
した。夜の交流会では特に若者の活発な意見があり、
彼等の成長を頼もしく感じた嬉しい時間でした。

◆90 周年記念誌発行　　                               木村宥子
　日本友和会創立 90 周年の記念誌は、当初の予定よ

り大幅に遅れての発行となりましたが、皆様のご協力
を得て 2017 年の全国大会で、お届けすることが出来
ました。
　90 年誌は①日本友和会のあゆみ、②90 周年に寄せ
て（寄稿文）、③資料、④略年表の４本立てで編集しまし
た。①は出来るだけ写真を沢山使い、あゆみがリアル
なものとして感じられるように、②は、どう学び抵抗
してきたか 36 人の方々から寄せられた証言。④は単
なる時系列の記録ではなく、世界の政治的な動きと連
動する形としました。友和会の働きは常に具体的な社
会の不条理と共にあろうとするからです。その過程の
重要な記録が③です。

◆IFOR 国際委員会中間報告
　IFOR2018 協議会の開催準備が進行中　　野副逹司
●  日程：2018/11/04~11、会場：イタリア・シシリー
●  課題：Migration in light of IFOR：IFOR を光背に「移
住、移民」問題に取り組む (素案）。
  ・91 年発足の欧州連合 EU が難民問題で現在崩壊の
危機に。二度の世界大戦から 51 年に戦争要因の石炭
( 炭鉱 )。  ･鉄鋼を国家を越え管理する欧州石炭鉄鋼共
同体 ECSC を結成、58 年には共同市場をめざす EEC
と欧州原子力共同体 EURATOM が発足合体して欧州
共同体 EC に、そして政治的統合へ深化した EU と世
界の平和への危機に取り組む。

各委員会活動報告　　　
◆編集委員会　                                              岡田義之
●  『友和』を隔月、計 6回発行（704~709 号）
●  校正作業を理事のほかに若干名のボランティアにお
　願いして行うようにした
●  編集委員会はメーリングリスト上、また理事会時に
　開催した
●  過去の友和誌で、デジタル版で版下が残っているも
　の (678 号以降 ) はネット上に保管し、許可さえ得れ
　ば閲覧できるようになった。
●  友和会目次、巻頭言をホームページに掲載再開した

◆女性の会　　石渡能子・大高敦子
2017 年の活動報告：
　総会の折手作りのジャム、毛糸のたわしを販売。 全
国大会の折友和会に寄付された書籍を販売し、売り上
げを女性の会として会計に渡した。
　なお、本会は会員の高齢化と共に、一定の歴史的使
命を果たしたので2017年度持って解散する事とした。

◆国連活動について　                                 　関本克良
　2017 年 11 月に国連人権理事会で日本政府の人権
状況の審査（UPR）が行われています。詳しくは前田
理事が人権理事会にも参加され、自身のブログで詳し
く報告されています。慰安婦問題では 2015 年の日韓
合意が、被害者の人権救済の手続きとして適切でない
という意見があり、私も同感です。また、朝鮮学校を
高校授業無償化から排除している問題は、教育の権利
に関する差別であり是正が勧告されています。国連人
権機関からの勧告に日本政府が真摯に向き合うかどう
かが問われ続けています。

関連派遣　　　　　
◆日本キリスト教協議会（NCC）常議員会　  飯髙京子
　国内のキリスト教関係の 27 団体代表が 17 年度は
５回集まり、各委員会報告、現状の情報交換、審議を
行った。特に日本キリスト教会館の耐震工事に関し厳
しい諸経費を検討しつつ改築し、NCC 拠点としての活
動再開にかかわった。常議員会ごとに高江・辺野古軍
事基地建設阻止関連やヘイトスピーチ禁止、秘密法強
行採決反対などの署名協力を要請。「平和に生きる権
利・国連宣言運動」の紹介資料も配布した。

◆NCC靖国神社問題委員会　　　                  坂内宗男
　6 月 15 日改正組織的犯罪処罰法（共謀罪）が成立、
2016 年 12 月 11 安保法制成立と共に戦前回帰への素
地はそろった。天皇の「生前退位」は19年4月と確定、
代替わり問題への対応が喫緊の課題として急浮上して
きた。昭和天皇死去時に比し、保護主義の波やキリス
トの名をかたる右翼疑似グル－プの台頭から、より厳
しさが待ち受けている。
（１）定例委員会・常任委員会は毎月開催されている。
（２）集会・活動報告
●   ブックレット『安倍 70 年談話と私たちの課題』の
頒布について、各教派・団体の買取り、書店設置、全
国規模の市民団体－平和ネット『ニュ－スレタ－』『市
民の意見30の会・東京』等を介し刊行物にチラシ同封、
ＰＲに努めた。
●   ６～ 11 月にかけて、当会発行の『自民党新憲法草
案批判－天皇制問題・20 条問題』　『わたしたちは天
皇制をなぜ問題にするのか－天皇制問題 Q＆Ａ』『　
同～天皇の代替わり問題とキリスト教』を読み学習、
その後は各新聞を収集して政府の動きをチェックし、
NCC全体の取組みとして進める準備段階にある。
●   6 ／ 7 代々木・日本共産党本部を訪ね、事前に申し
入れておいた赤旗４月号より元号併記に踏み切った理
由を求める。

●   7 ／ 3 例会に朝日新聞記者（皇室担当特別嘱託）岩井
克己氏を招き 30年に及ぶ皇室取材を聞く。
●   10 ／ 12 茨城・霞ヶ浦の予科練平和記念館（旧海軍
飛行予科練習生養成学校）を見学。11／ 6NCC 教育部
平和教育センタ－を見学。
●   靖国神社機関紙『靖国』11 月号に練馬・世田谷区内
中学生が職場体験学習に来社、禊ぎまで行った記事が
出、質問状を出し、練馬区教育委員会とは面談を行った。
●   抗議、声明文
・8／7首相・閣僚が靖国神社に参拝しないよう要請文、  
  8 ／ 24 同抗議文発送（首相は玉串料奉納）。
・11／ 6靖国神社秋季例大祭に首相が真榊を奉納し
  たことについて抗議文出す。
・12／ 18新年頭首相が伊勢神宮に参拝しないよう要
  請文提出、1／ 5参拝抗議文送付。

◆NCCJ 日本キリスト教協議会・平和核問題委員会派遣
　　　　　　　　　　　　　　　　　          野副 逹司 
◇  委員派遣元；5 教会：( 日本ルーテル教団、日本キリ
スト教団、在日大韓基督教会、バプテスト連盟、自由メソ

ジスト教団）。６団体：(婦人矯風会、キリスト者政治連盟、
カトリック正義と平和協議会、日本 YWCA）。
◇  委員会開催日：4/13、6/15、9/8、11/24、2/9。
◇  委員会の主な活動 (参加、共催など）：
・2017 年 4月「脱原発 VS日本原子力協定 2017 全  
  国集会」(原子力行政を問い直す宗教者の会 )
・2017 年 7月「愛と平和のための祈り」作成 (平和月
  間に向け、NCCJ の HPに掲載 )　　　

・2017年 12月「沖縄の基地反対の防衛省申し入れ」（文
  書も総理と防衛相へ送付）

・委員間の活動分かち合い ( 主なもの )：原発メーカー
訴訟、原発輸出反対（日印協定等）、憲法改悪反対（安
保法制や秘密保護法、共謀罪も )、辺野古基地建設反対を
はじめとする米軍基地問題、ヘイトスピーチ廃絶など
の運動体との共闘、また日韓カトリック教会・脱核部
会など海外の活動との連帯。
◇  次回期から、新たな派遣委員、派遣委員の増員な
どが予告されています。首都圏在住の会員の派遣を提
案します。

◆NCC女性　                            野副めぐみ（当日報告）

協力団体　　　
◆日本宗教者平和協議会（日本宗平協）　　大高敦子
★　2017 年度活動報告 : 日本宗平協に日本友和会は
団体加盟しています。わたしは山形県宗平協から、日
本宗平協の常任理事に選出されている関係で、日本友
和会とのパイプ役になっています。

　毎月発行されている『宗教と平和』575 号では、沖
縄の山城博治さんの釈放要求記事があり、各地域・団
体・個人からの便りでは、友和誌を通して友和会の様
子が時々紹介されています。
　3.1 ビキニデ―では、特に久保山愛吉墓前祭に長年
取り組み、宗平協ならではの活動になっています。
勿論、ヒバクシャ国際署名や９条改憲 NO！の３千万
人署名にも取り組んでいます。
★　2018　: 多岐にわたる活動の中で、毎年秋に日本
宗教者平和会議が開催されています。
　新年度は何故か山形県鶴岡市が開催地に選ばれ、来
る 10月 22日（月）～ 24日（水）の予定です。
　テーマは「平和への権利国連宣言と平和ピラミッド
構想」（仮題）です。庄内柿の収穫期で、味覚の秋も満
喫できます。
　追ってご案内致しますので是非ご参集下さい。

◆平和への権利国際キャンペーンについて  　前田　朗
　2016 年 12 月 19 日、国連総会は平和への権利宣言
を 131 カ国の賛成で採択しました。NGO が当初求め
た内容は簡略化され、十分とは言えない面もあります
が、NGO の国際協力が実を結びました。アメリカ、
EU 諸国、日本は反対しました。日本政府は「平和へ
の権利について各国の間で意見が分かれているので採
決するべきではない」と主張しました。2017 年７月
に核兵器禁止条約に反対した時と似ています。NGOは、
宣言の具体化に向けて新たな取り組みを議論している
ところです。

◆非暴力平和隊　　                                       飯高京子
　本会創設者メル・ダンカンは友和会会員でもあり、
紛争地域の和解実践を推進している。大畑豊理事は、
沖縄へ移住し、住民と共に軍事基地建設阻止の非暴力
抵抗を実践し、ネット上で現地状況を逐次報告中であ
る。JFOR 会員有志も現地の抵抗運動に参加し、本土
と現地での報道の温度差を実感した。本土住民の沖縄
への認知度改善のため、沖縄の新聞を本土の諸団体が
共同購読しようとの呼びかけを JFOR と共に開始して
いる。

◆「憲法９条にノーベル平和賞を」実行委員会ニュー
スNo.16,17,18 合併号より　                     　飯高京子
　2017 年度ノーベル平和賞 ICAN受賞を追い風に「戦
争放棄を定める憲法９条」の世界的意義を訴え広げる
活動に取り組む。2018 年 2 月 7 日現在、世界各国か
ら集められた紙面署名は 651,734、ネット 81,052　
合計 732,776 筆である。「憲法９条にノーベル平和賞

を」の運動は発展的に、韓国の推薦者達から 2018 年
度運動継続申し入れがあった。改めて「国家権力の暴
走をしばり、国民の平和を守る９条」保持に取り組もう。

◆平和を実現するキリスト者ネットの事務局会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   石渡能子
　キリスト教の各教派、団体が毎月集まり、ニュース
レター発行のための原稿の依頼者を決め、各団体と共
同して活動する担当者を決める。月 1 回の会合に出席
する。
ニュース　レターの発送作業（年 10回）に参加する。

2017 年度地方の活動報告
◆JFOR 読書会 in 東京                          　　　坂内宗男
　毎月第４木曜日、参加者６～８名。レポ－タ－を立
て学ぶ。（1998 年 10 月始める。本旨：憲法学習）
於東京・文京区荒井克浩会員集会場。
　昨年２月から山室信一著『憲法９条の思想水脈』（朝
日新聞社）を読出す。08年1月読了、２月からキム・ドゥ
シク著山田寛人訳「『平和主義』とは何か～韓国の良
心的兵役拒否から考える～」（かんよう出版）を読み始
める。　

◆良心的軍事費拒否の会　                      　　坂内宗男
（友和会総会の決議で 1974 年 11 月創設される。）

会議は東京・杉並メノナイト方南町教会で行う（年４
～５回）。会員・協力者30数名。年３回『すきのは』発行。
毎年２・16 確定申告時、神奈川県相模原税務署で、
象徴的に請願書による活動が中心となっている。現役
者が会員となり、確定申告拒否が出来るよう望んでい
る。私たちの身辺を聞いたりして、年々厳しくなって
いる。
　なお、会議とともに読書会を行う予定。→４／ 30
三木儀一著『日本の納税者』（岩波新書）。
共同代表：オゥノミチオ、田中良子。書記：坂内宗男（兼
『すきのは』編集）。事務局：飯田順朗。会計：山口協一（以
上いづれも友和会会員）」

◆静岡支部　　                                                 水戸　潔
・2017 年４月 30 日：総会及び講演会（「戦争が起きる
三つの条件」、講師　水戸潔）

・2017 年６月 18 日：浜松大空襲と平和を学ぶ集会・
講演会（講師：竹内康人氏）、他団体と共催　
・2017 年９月 24 日：友寄隆静氏講演会、　他団体の
後援
・2018 年３月 18 日：沖縄問題講演会（講師：奥間政
則氏）、浜松市憲法を守る会と共催　

1 号議案

2 号議案

2017 年度決算　当日提出 

2017 年度決算の監査報告
　　　　　　　　　　　　　　中川信明・野副めぐみ         
　
３号議案　

2018 年度活動計画（案）　　　事務局長　水戸　潔
一．国内情勢の見通しと活動方針
　国内情勢は、「( 一 )．201７年度　情勢分析」で５項
目に亘って述べたが、それらは依然として危険な状態
で現在も続いている。  友和会はこの現実に抗し、理念
である「非暴力による平和実現」に向けて活動を続ける。
今年度も友和会は現政権によって作り出されている問
題、特に戦争への傾斜、沖縄で進行している住民弾圧、
核問題、貧困格差を生む経済政策、人権侵害等の見張
りを怠らず、警鐘を鳴らし、非暴力の理念に基づき、
発言し、平和団体後の協同を進めてゆく。

二．具体的活動計画
１．2018 年度､第 68回全国大会
日 時 :８月 21 日（火）～ 22 日（水）（23 日　オプショ
ン行事）
場　所：広島県三次市甲奴（こうぬ）、ジミーカーター・
シビックセンター
主　題：「憲法改正問題と核問題」( 仮題 )
　　主題は理事会でまだ正式に決まっていません。今度の理   
        事会で実行員長から提案されます。それで仮題としまし
         た。
主題講演：スティーブ・リーパー氏、楾 ( ハンドウ ) 大
　　樹氏を予定
大会詳細は、友和誌第 711号（６月発行）に記載する。
大会実行員長：岡田義之理事

2．平和問題への取り組み
①  多くの問題が存在する中で特に、沖縄辺野古基地建
設反対運動を今まで以上に積極的に支援する。友和誌
に特集記事掲載の企画、支援金送付アッピール、支援
のハガキ、ファックスの送付呼びかけ、抗議デモ等へ
の会員参加などに積極的に取り組む。その他、他団体
からの支援協力要請に積極的に応じてゆく。
②  改憲阻止のため、具体的に「安倍改憲ＮＯ！ 3000
万人署名運動」に積極的に取り組む。５月末までに友
和会扱い 2000 筆を目標に取り組む。
③  その他、改憲阻止のため、あらゆる機会を捉えて、
デモ参加、スタンディング、集会参加、他団体との協

同などを呼びかけてゆく。キリスト者平和ネットには、
友和会会員多数が購読参加。坂内義子氏、石渡能子理
事は運営委員として奉仕している。
④  核兵器廃絶運動に、より積極的に取り組む。元広
島原爆資料館館長を担ったスティーブ・リーパー氏が
会員となられたので、人脈、情報等を生かして、国連、
国際友和会、アメリカ友和会等にさらに働きかけを強
化し、協力して取り組む。各地における原発稼働阻止
運動や、原発メーカー訴訟運動には野副達司理事がか
かわり、市民講座などの企画も随時、JFOR メール広
場へ案内がある。
⑤  今年も、大間のあさこはうすへ若者を含む有志が
支援参加を予定している。水澤寿郎会員がリーダーと
して大きなワゴン車を運転してこの活動を支える。

３．人権問題への取り組み
　日本には多くの人権問題が存在する。慰安婦問題、
福島の原発被害者問題、ヘイトスピーチ、沖縄の基地
反対運動下での不当弾圧、被差別部落問題等々。
　国連人権理事会には、NGO として参加ステータス
を有する国際人権活動日本委員会（JWCHR）から、前
田朗氏（JFOR 理事）が、参加し積極的に発言を行って
いる。また、国連のこれらの活動、また、国連の社会
経済問題委員会にも、JFOR は特別参加資格を有する
NGO である。この委員会には関本克良氏が参加し、
発言していく。

４.   教育・非暴力訓練への取り組み
　現政権になってから、若者の右傾化が顕著になって
きた。若者は何故右傾化するのか、教育の問題と共に、
政権による国民の意識操作などの問題を学習すること
が必要となってきている。また、若者たちが友和会の

めざす非暴力精神を理解できるよう、非暴力精神に
より沖縄の米軍基地建設反対運動を実践した伊江島
の阿波根昌鴻さんに学ぶ恒例の春の会は全国から参
加者がある。彼らとの交流後、高江や辺野古で連日、
座り込みをしている仲間たちへの支援に友和会から
若者が参加して学べるよう、沖縄基金を立ち上げた
い。また、友和会が連携して活動する非暴力平和隊は、
例年、若者を対象とした非暴力訓練ワークショップ
を実施している」。これらのワークショップにも友和
会から若者が参加できるよう支援したい。
　一方で社会のひずみから来る引きこもりの若者の
増加は看過できない。これらも学習課題として学習
の機会を作る。

５.   【編集委員会】　　　　　　　　　　　岡田義之
●  『友和』を隔月、計 6回発行する（6、8、10、   
   12、2、4月予定）
●  新年度の活動方針に則って特集をくむ
●  引き続き校正作業のお手伝いをして下さる方を募
   集、呼びかけする
●  ホームページ管理は関本理事から編集長が引き継
   いで管理する
●  イラスト、カット、詩、写真など、広い範囲で会
   員内外からの寄稿を呼びかける

4 号議案　

2018 年度予算（案）　当日提出　　

2018 年度予算概要　　　鈴木

会則改訂（アドヴァイザー新設）　当日提出

理事改選、新役員選出　　当日提出

【安倍改憲 NO！ 3000 万人署名運動、締め切り 5 月
までです】
　前号で、2017．12．25 までに 1018 筆集まり、
友和会扱いとして中央集約組織に送ったこと報告し
たが、その後 3 月 28 日までに、481 筆寄せられ、
累計 1499 筆となりました。
　友和会としては、5 月の締め切りまでに、なんと
か累計 2000 筆を目標としたいと思います。どうか
更に知人や親戚、近所の方々に呼びかけて、署名を
送って下さるよう切にお願い致します。

【幕引きをさせないこと】
　森友学園問題の佐川前国税庁長官の証人喚問のテ
レビ中継を見た。予想はしていたものの、40 回を
超える証言拒否、「資料の中に総理夫人の名前を見
た時、どう感じたか？」という質問にすら答えない
感情がないかのような姿に唖然とした。本人もある

闇の勢力の被害者かも知れない。政治も行政も国
民からかけ離れたところにある。彼を「トカゲの
尻尾」にして幕引きさせてはならない、と強く思う。

【地方から－沖縄基地問題講演会 in 浜松】
　去る３月 18 日（日）夜、浜松市で「日本友和会
静岡支部」と「浜松市憲法を守る会」の共催によ
る標記の講演会が行われ大きな反響を呼んだ。講
師の奥間政則氏は、ハンセン病だった父が国や社
会から受けていた差別が、今の沖縄が国から受け
ている差別と同じだと知り、自分の土木の知識を
駆使して人を殺す施設（辺野古新基地）を造らせま
いと奮闘している。
　亡くなった父の遺骨は、行き場がなくまだ愛楽
園の納骨堂にある。沖縄ハンセン病証言集に残さ
れた父の手記の筆者名も伏せ字になっている。未
だに残る差別がそうさせているという涙ながらの
お話に、一瞬会場が凍りつくようであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　水戸　潔）

事務局通信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５月は24日＜木＞）               
日時 :４月 26日 (木 )13時 30分～16時 
場所：駒込ｷﾘｽﾄ聖書集会場 JR駒込駅下車徒歩10分：六義園裏－文京区本駒込６‐11‐16　
テキスト：キム・ドゥシク著山田寛人訳「『平和主義』とは何か～韓国の良心的兵役拒否から
考える～」。　　かんよう出版、2400円。第３章　もし誰かがきみの妹を強姦して殺そう
としていたら？―殺されたり殺したりしない第３の道―
報 告 者：政池節子さん。是非ご参加をお待ちしています。問合せ→080-5412-9386坂内

2018 年４月 FOR読書会の案内

高江が潰された日

写真と文

出版：沖縄平和サポート
定価：1500 円＋税（送料別）
申し込み：沖縄平和サポート
　　　　　（0980-55-2244）

　2016 年 7月 22 日早朝、参議院選挙で自民党が大勝した
翌日、私たちは沖縄県高江のヘリパッドN1建設用地で何
が起きたか忘れていないだろうか。
　朝 5時前、高江のヘリパット建設地でそれまで中止され
ていた工事がいきなり再開され、座り込む市民に対して大
弾圧が行なわれた日である。
　この日を中心とした高江での抵抗の姿と、権力側のすさ
まじい弾圧、そして人々は何故高江を守ろうとするのか、
高江はどんなところかを、美しい写真の数々とさまざまの
角度からこの運動にかかわる人々の声で構成した本です。

友和会会員として
　　飯髙　京子

巻  頭 言

書籍紹介

　国際友和会日本支部として日本友和会が誕生し

92 年目になる。先輩諸氏の祈りと働きを受け継

いだ運動を次期役員へ引継ぐ節目に、友和会会員

としての反省と期待をのべる。

　友和会は、キリストの愛と赦しに根ざした非暴

力精神に基づき、対話を通し和解を目指す。しか

し、会の構成員一人びとりの背景は多様であり、

表現方法も異なる。自分と全く同一の信仰告白を

しない人、方法論が異なる人と運動を共に出来な

いなら、人類共存社会の実現は難しい。地域の９

条の会で献身的に活動する仲間には共産党員もい

る。私は彼らと活動を共にしつつ自らの信仰を見

つめ直し、証しする機会は貴重だと思う。

　他者が異なることを認め、相違を受け入れる寛

容性は人間関係の潤滑油である。寛容であること

は、人々の多様性を認めることでもある。国際友

和会の総会に参加した当初、私はイスラム教、ユ

ダヤ教、仏教、自称「無宗教」の会員達に会って

驚いた。観察する内に多様な背景の人々の共通基

盤は創造主が与え賜う命への畏敬の念であること

がわかった。世界平和を目指すとしながら、他者

を排斥し、打算とかけひきに走る平和運動家に惑

わされてはならない。

　沖 縄 の ガ ン ジ ー と 呼 ば れ た 阿 波 根 昌 鴻

（1901-2002）の生き方を学ぼうと、毎春全国か

ら人々が集まる。友和会は政池仁先生が理事長の

頃から、阿波根さんを訪ねて教えを乞うた。田中

良子前理事長とご一緒に、私も毎春「学ぶ会」に

参加してきた。阿波根さんは敗戦直後、米軍が伊

江島に上陸し飛行場建設のため畑を焼き払って強

制収用した時、「私たちは土地を奪われ、食べて

行けません」と仲間たちとボロをまとい訴えた『乞

食行進』の実行で知られている。彼は米軍兵士に

対し、両肢を肩より上に挙げ威嚇するような姿勢

をとらず、相手を罵ることを戒め、徹底して兵士

らの良心に訴えた。一旦、返却されたわずかな耕    

作地を、再びブルドーザーで潰される苦渋を味

わっても、彼は「米軍は何故沖縄を占領したのか。

それは日本が最初に米国へ戦争をしかけたから

だ。そもそも戦争が悪いのだ」と、暴力で相手に

復讐することを戒めた。それは決して弱腰ではな

い。とことんまで相手の人間性を信じることによ

る強さである。

　一方、日本政府は米国と「日米安全保障条約」

を結び戦後 70 余年、沖縄を米国のアジア極東地

域戦略の拠点とする密約を結び、住民犠牲の上に

本土は繁栄してきた。沖縄の住民 4 人に１人が

70 年前の戦争で命を奪われ、本土の 0.6％しか

ない土地に米軍基地の 70％を押しつけられ、ヘ

リコプター事故が頻発しても、米軍に抗議しかで

きない。人口密集地にある普天間飛行場の代替え

と称して、辺野古の沖を埋め立て、原子力空母２

隻が入港できる大規模な軍港を建設中。住民の不

安と反対は北朝鮮の脅威を理由にくり返し無視。

翁長知事が政府の憲法違反行為を訴えても、わが

国の司法は政府寄りの判決しか出さない。政府で

はなく、住民目線で報道する沖縄の地元新聞を「潰

せ」などの暴言を吐く作家もいる。こうした背景

下で、沖縄の住民が非暴力精神による座り込み抵

抗を貫くことは並大抵ではない。今回の沖縄訪問

で反対運動の困難さと住民の勇気を改めて学んだ。

　伊江島での集会後、私達は高江と辺野古で座り

込み中の仲間を訪ね、支援の気持ちを伝えた。そ

の時、昨年の座り込み中、車に足を轢かれて大怪

我をされた８４歳の平良悦美さんにお会いした。

彼女は、怪我を負わせた青年が父親に伴われ謝り

に来た時、「自分たちは人殺しをするための基地

作りに反対しているのだよ」と諭して、彼も仲間

に招き入れた。その悦美さんに「もう大丈夫です

か？」とお尋ねしたら、彼女は微笑みながら「ええ、

この座り込みは今年で 21 年目です」との答え。

悦美さん達は「人殺しをする戦争に命をかけて反

対」している。それは「戦争そのものが悪い」と

のべた阿波根さんの信念と共通する。

　辺野古の海岸埋立てには 350 万トンの土砂が

必要だが現在はやっと２万トン投入とのこと。毎

朝 10 トントラック数十台が基地のゲート前に到

着。搬入阻止の座りこみの人々を警備員が実力で

排除後、トラックはゲート内に入る。怒号のとび

かう実力行使の間、悦美さんはまだ癒えない足を

かばい、少し離れて見守っておられた。ゲート前

から強制移動させられた私達は、搬入阻止が出来

ぬよう警官の輪の中に留め置かれた。その間、県

警の青年達は悦美さんをかばうよう立っていた。

何と、彼女は彼らから「先生」と呼ばれていた。

私達の案内役、石原つや子さんも、「先輩」と呼ば

れている。私は前に立つ警官にそっと尋ねた。彼

は那覇から通勤する 31 歳。「皆さんには抗議する

権利がある。僕は皆さんを守るのが任務です」。昨

年、警護の若者達は無表情で、私達の声かけに応

じなかった。政府は国民を分断し、互いに憎みあ

うよう仕向ける。だが、悦美さん、つや子さんは

日毎の活動を通し、県警の若者らと心の交流を育

まれている。その一方、海上にカヌーや小船での

座り込み参加者は身の危険も伴い、海上警備隊に

拘束される人々も続出とのことである。

　私達は若い世代に「人殺しの戦争はいけない」

と伝える責任がある。ところが公教育では、彼ら

に日本国憲法、特に 9 条の戦争放棄を教えない。

過去に日本軍が天皇の名において近隣諸国を侵略。

女性の人権を蹂躙し家を焼き払い、結果として原

爆投下を招いたこと。しかも迷惑をかけた人々へ

まだ心からの謝罪のないことは伏せている。だか

ら多くの日本人は何故、慰安婦問題がこじれてい

るのか理解できない。さらに、見逃せないのは政

府批判の民放各社へ 1950 年度に政治的公平性を

定めた「放送法４条」の撤廃案を検討中（毎日新聞

2018.3.29、 4.05　東京新聞 3.27、4.03、4.04)。米国

ではすでに放送の「公平原則」を撤廃、巨大化し

たメディア企業が傘下の 193 民放局に米国大統

領へ同調内容の放送を指示 ( 朝日新聞、2018.4.04)。

日本の首相も米国大統領も、「公僕」の意味を忘れ

ている。

　安倍内閣と与党は、国会議席数が 3 分の２をこ

えている間に、憲法改憲をするための発議を急い

でいる。18 歳まで投票権を与え、最低投票数も

決めず、投票者総数の過半数で国民の未来を決定

しようとしている。また公職選挙法と異なり、規

制なしの現在の国民投票実施は非常に危険。莫大

な資金を投入して大規模な広告宣伝のできる与党

（担当は「電通」）が圧倒的に有利になる。まずはメディ

アを規制する国民投票法の整備が先決（本間 龍 , 

2017「メディアに操作される憲法改正国民投票」岩波ブッ

クレット 972）。残念なのは、一旦選ばれると国会

議員らは国民の声より党の方針に縛られ、自主的

な判断が難しい。友和会は執行部が命令を下して

会員の行動を統制することをしない。各自の信仰･

信念に基づき自主的に決断し、行動するのが特色

である。

　友和会会員は全国各地で各自の出来ることに取

り組もう。沖縄と本土の著しい温度差をなくすた

め、教会、９条の会、地元の公民館や図書館など

に働きかけ、沖縄現地の新聞を共同購読しよう。

平和行進に参加する体力が衰えても、メディアの

動向を見守り、よい報道があればすぐ電話、Fax、

葉書で意見を伝え励まそう。憲法改悪阻止の

3,000 万人署名用紙を知人に返信用封書つきで依

頼したり、「９の日」の街頭ビジル、チラシ配布も

できる。若者らに沖縄の現状を知らせるため参加

費用を支援協力しよう。また、彼らの全国大会参

加費用への支援も大切だ。生かされていることを

感謝しつつ、可能な手段で平和実現に貢献しよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             

                                                                                                                       
　前理事長の田中良子さんと二人三脚で 9 年間、水戸潔事務局長と 3 年間、皆さまのお支えを受け

つつ友和会活動の一端を担わせていただけたことを感謝します。日本の国が、再び戦前･戦中のよう

に軍事優先、自己保身の社会にならぬよう、政府の暴走をしばり戦争放棄を約束した日本国憲法を、

世界中の子どもの未来のために精一杯守り抜きましょう。私達の迷い、不安、力不足を受容し、赦し

て下さる命の源、宇宙の創造主を信頼し、互いに支えあいながら、この時代の試練に取り組んで行け

ますよう、皆さまと共に祈り求めます。

　　　　　　　　　　　　目　　　次
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2018 年度日本友和会総会関連資料（案）・・・・・・・・・・・・・事務局　４
いま、沖縄の現実に向き合う・・・・・・・・・・・・・・・・植松　信雄　10
沖縄の姿と日本・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・水戸　潔　11
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戦跡・資料館を訪ねる旅　黒部第三ダム・・・・・・・・・・・木村　宥子　13
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事務局通信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・事務局長　15
　　【書籍紹介】高江が潰された日・・・・・・・・・・・・・木村　宥子　15
　　FOR 読書会の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・坂内　宗男　15
2018 年度総会のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    理事会　16
編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ 編集長　16
ご協力ありがとうございました・・・・・・・・・・・・・・・・・理事会　16

       3 月 5日の辺野古ゲート前　
左：ゲート前に並ぶ警備員・警官
中：テント前で座り込む友和会メンバー
右：ゴスペルを歌う人々（普天間飛行場ゲート前）
後：埋め立て用砂利トラックの列 写真：中林憲一

フェンスにはとりどりの抗議のバナーが結び付けられてい
ます。でも最近、バナーをこのままにしておくと、夜の間
に誰かに盗まれるようになりました。だから毎日朝飾り付
け、夜は持って帰るようにしているそうです。

写
真
：
池
田
泉

辺野古のバナー
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 ごあいさつ：

　今号は総会資料が主な内容です。全国大会の会
場下見の折、雑談がてらに事務局長に話した拙宅
の長女のエッセイが、思いもかけず『友和』に掲
載されることになり、恐縮至極です。日本の過疎
地に住む中学 2年生が語る将来は果たしてどれだ
けの現実味があるのか。彼女のエッセイの背後に
は、過疎化、少子化、教育の 2極化など、現代日
本の多くの課題が隠されていて、内容に感心する
反面、複雑な思いです。
　朝日新聞のスクープから始まった森友学園の用
地取得段階における「忖度」問題の新展開は、安
倍政権が権力強化のために着々と進めてきた外堀
を埋める作業の弊害が表面化してきた証のように
思えます。野党が国民にもっと、具体的、現実的
な選択肢を示すことができるのであれば、国会で
の批判や追求に説得力が生れるのに、と、のらり
くらりの国会答弁を口惜しく聞くばかりです。
皆さまのご意見、所感、短文、報告などのご投稿
お待ちしております。次号への寄稿の締切りは 5
月 15 日と致します。

櫻井　淳司・紀子、冨田　成美、中西　トク子、植松　信雄、友寄　隆房、水澤　壽郎、石谷　美智子、
下山田　誠子、中村　陸郎、金子　玲、青木　慶一、新井　澄子、笹井　岩男、市東　禮次郎・清子、
延藤　通・房子、石渡　能子、岡村　順、今野　利介・和子、吉村　薫、隝田　征子、鈴木　玲子、
大西　洋司・しげ子、清水　峰子、古川　静、水戸　潔、寄村　仁子、藤本　喜代枝、植松信雄、
中林憲一、池田泉、飯髙京子

〔運営支援金・寄付金〕として、
(2018・1・17～ 2018・3・15分、敬称略 )ご協力ありがとうございました。

アジアの村、自分の島、そして世界のために

松山市立中島中学校 2 年　岡田　栞那　　　　
　　　　　　　　　　　　

JICA国際協力中・高校生エッセイコンテスト2017外務大臣賞受賞

　

私
は
過
日
、
黒
部
峡
谷
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
。

　

宇
奈
月
か
ら
欅
平
へ
行
く
有
名
な
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
、
戦
前
黒
部

川
の
ダ
ム
建
設
の
物
資
の
輸
送
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

終
点
欅
平
駅
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
、Ｔ
さ
ん
か
ら
、
思

い
が
け
ず
10
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ま
（
T
氏
）
の
話
を

お
聞
き
し
た
。

　

欅
平
に
あ
る
第
三
ダ
ム
は
1
9
3
6
年
着
工
、
1
9
4
0
年
完
成
。

関
西
電
力
の
前
身
日
本
電
力
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
建
設
用
の
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
の
だ
が
、
そ
の
途
中
に
地
熱
が
1
7
0
℃
に
も
な
っ
て

い
る
所
が
あ
る
。Ｔ
氏
は
こ
こ
で
働
い
て
い
た
。仕
事
は
大
変
過
酷
で
、

戦
地
へ
や
ら
れ
る
赤
紙
が
来
る
と
皆
喜
ん
だ
。
そ
れ
程
過
酷
だ
っ
た

の
だ
。

　

こ
の
高
温
の
ト
ン
ネ
ル
は
高
熱
隧
道
と
呼
ば
れ
と
て
も
人
の
入
れ

る
所
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ダ
ム
を
つ
く
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も

こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
使
っ
た
の
が
朝
鮮

人
の
労
働
者
だ
っ
た
。

　

こ
の
高
熱
の
岩
盤
の
壁
に
、
下
を
流
れ
る
黒
部
川
の
水
を
掛
け
て

冷
や
し
な
が
ら
、
一
度
に
8
カ
所
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
設
置
し
爆
発
さ

せ
て
少
し
ず
つ
掘
り
進
む
の
だ
が
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
温
度
は
そ
う
簡

単
に
低
く
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
朝
鮮
人
の
労
働
者
を
追
い
込
ん
で
、

発
破
の
穴
を
あ
け
て
設
置
さ
せ
る
の
が
T
氏
の
仕
事
だ
っ
た
。
追
い

込
ま
れ
た
労
働
者
は
高
熱
で
た
ち
ま
ち
体
は
水
ぶ
く
れ
に
な
り
、
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
が
爆
発
（
60
〜
90
℃
で
自
然
爆
発
す
る
こ
と
が
あ
る
）
し
て
吹

黒部第三ダム

木村　宥子

き
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
体
は
小
さ
い
肉

片
と
な
り
高
温
の
壁
に
叩
き
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
は
ま
る
で
焼
き
肉

状
態
。
下
を
流
れ
る
黒
部
川
は
血
で
真
っ
赤
な
流
れ
に
な
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
で
も
一
度
に
掘
れ
る
の
は
わ
ず
か
2
0
c
m
、
約

2
0
m
の
高
熱
隧
道
部
分
を
掘
る
の
に
3
年
を
要
し
た
そ
う
だ
。

　

何
故
こ
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
黒
部
に
3
つ
も
の
ダ
ム
を
作
っ
た

の
か
。
そ
れ
は
戦
争
気
運
の
高
ま
り
と
共
に
ど
ん
ど
ん
発
展
し
た
、

関
西
の
軍
需
工
場
の
電
力
を
ま
か
な
う
た
め
で
あ
る
。

　

Ｔ
氏
は
2
回
出
征
し
た
そ
う
だ
が
、
亡
く
な
る
ま
で
戦
争
を
語

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
生
の
最
後
の
3
年
間
は
毎
晩

毎
晩
「
俺
が
追
い
込
ん
だ
朝
鮮
人
の
顔
が
見
え
る
」
と
声
を
上
げ

て
泣
き
、「
俺
は
地
獄
に
行
く
」
と
繰
り
返
し
て
お
ら
れ
た
そ
う

で
あ
る
。

　

Ｔ
さ
ん
は
「
父
の
中
で
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

を
引
き
継
い
で
い
る
私
の
中
で
も
戦
争
は
終
わ
ら
な
い
」
と
話
し

て
お
ら
れ
た
。

　

い
ま
、
宇
奈
月
近
隣
に
朝
鮮
人
の
強
制
労
働
に
つ
い
て
語
る
人

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
痕
跡
も
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
し

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
日
本
の
敗
戦
の
日
、

私
は
旧
制
女
学
校
の
二
年
生
で
し
た
。
そ
の
半
年
以

上
前
か
ら
米
軍
の
本
土
空
襲
は
激
し
さ
を
増
し
、
三

月
十
日
の
東
京
大
空
襲
の
夜
は
、
真
夜
中
に
も
関
わ

ら
ず
東
京
方
面
の
空
は
真
っ
赤
に
染
ま
り
ま
し
た
。

当
時
私
は
千
葉
県
の
船
橋
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

米
軍
用
機
は
船
橋
の
上
空
を
通
っ
て
東
京
方
面
に
向

か
い
ま
す
。
よ
く
晴
れ
た
美
し
い
青
空
の
日
は
恐
怖

の
日
で
し
た
。
必
ず
米
機
が
上
空
を
通
る
か
ら
で
す
。

米
軍
爆
撃
機
B
２
９
の
編
隊
が
、
空
の
底
か
ら
唸
る

よ
う
な
爆
音
を
響
か
せ
て
通
過
す
る
の
で
す
。
こ
の

音
は
、
今
も
私
の
耳
の
底
に
残
っ
て
い
ま
す
。
日
本

全
土
に
空
襲
は
拡
大
し
、
十
三
才
の
私
は
何
時
死
ぬ

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
恐
怖
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

幸
い
船
橋
は
空
襲
を
免
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
翌

二
十
二
年
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
旧
制
女
学
校
四
年
生
、

今
の
高
校
一
年
の
時
で
す
。
戦
争
が
な
い
な
ら
ば
、

も
う
死
の
恐
怖
は
な
い
の
で
す
。
本
当
に
安
心
し
ま

し
た
。
一
粒
の
お
米
も
な
い
ひ
も
じ
さ
な
ど
何
で
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
八
月
、
私
は
矢
内
原
忠
雄
先
生
の

妙
高
聖
書
講
習
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
二
十
二
才
の

時
で
す
。
御
講
義
は
第
一
イ
ザ
ヤ
で
し
た
（
イ
ザ
ヤ
書

第
一
章
か
ら
三
十
九
章
ま
で
）。
こ
の
時
の
御
講
義
は
同

残
り
の
者

小
関
　
道
子

沖縄の姿と日本

年
十
月
の
「
嘉
信
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ザ
ヤ

は
ア
ッ
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
の
二
大
国
に
挟
ま
れ
て

ユ
ダ
の
国
の
独
立
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
、
外
交
で
は
絶

対
非
戦
の
平
和
を
、
内
政
で
は
正
義
と
公
平
を
主
張

し
、
そ
れ
に
は
神
の
守
り
に
対
す
る
信
頼
が
基
本
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
イ
ザ
ヤ
の
進
言
に
耳
を

傾
け
な
か
っ
た
王
も
、
ア
ッ
シ
リ
ア
軍
に
包
囲
さ
れ

た
エ
ル
サ
レ
ム
の
救
い
の
為
に
、
つ
い
に
イ
ザ
ヤ
に

祈
り
を
求
め
、
神
は
そ
の
祈
り
に
応
え
て
ア
ッ
シ
リ

ア
軍
を
打
ち
給
い
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
民
は
戦
わ
ず
し

て
救
わ
れ
ま
し
た
。
紀
元
前
七
〇
一
年
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
ユ
ダ
は
救
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
神
に
帰

ら
ず
、
そ
の
後
の
イ
ザ
ヤ
は
か
え
っ
て
嘲
笑
と
迫
害

を
受
け
ま
し
た
。
王
と
民
を
見
て
、
や
が
て
国
の
滅

亡
と
国
土
の
荒
廃
を
予
見
し
た
イ
ザ
ヤ
は
、神
は
「
僅

か
な
残
り
の
者
」
を
留
め
ら
れ
、
そ
の
も
の
が
神
に

帰
り
、
こ
の
地
の
根
と
な
っ
て
神
に
贖
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
唯
一
の
希
望
を
持
っ
た
の
で
あ
り
ま
し

た
。

　
矢
内
原
忠
雄
先
生
は
戦
前
、
こ
の
国
の
軍
国
的
な

政
治
を
批
判
し
、
昭
和
十
二
年
東
大
教
授
の
職
を
追

わ
れ
、
多
く
の
誹
謗
中
傷
を
受
け
、
月
刊
「
嘉
信
」

も
発
行
禁
止
の
処
分
を
受
け
ま
し
た
。
政
池
仁
先
生

の
月
刊
誌
も
発
行
禁
止
と
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
弼
美

先
生
は
戦
争
を
批
判
し
て
特
高
に
逮
捕
さ
れ
、
そ
の

他
戦
争
反
対
者
、
特
に
キ
リ
ス
ト
者
は
投
獄
さ
れ
た

り
、
獄
死
さ
れ
た
り
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
戦
争
に
敗
れ
た
日
本
国
民
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
が

正
し
か
っ
た
こ
と
を
認
め
ま
し
た
が
、
神
に
帰
ろ
う

と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
神
は
、こ
れ
ら
「
僅

か
な
残
り
の
者
」
の
信
仰
の
真
実
に
よ
っ
て
日
本
の

国
を
贖
わ
れ
、
思
い
も
か
け
な
い
方
法
で
旧
憲
法
を

百
八
十
度
転
換
す
る
現
在
の
平
和
憲
法
、
特
に
九
条

を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
矢
内
原
先
生
が
こ
の
イ
ザ
ヤ
書
の
講
義
を
な
さ
っ

た
昭
和
二
十
九
年
頃
は
、「
日
本
が
米
国
の
占
領
下
に

な
け
れ
ば
た
だ
ち
に
共
産
軍
が
日
本
を
占
領
下
に
置

く
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
日
本
は
軍
備
を
持
つ
べ

き
で
あ
る
。憲
法
九
条
は
抽
象
論
で
無
責
任
で
あ
る
。」

と
い
う
非
難
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
「『
残

り
の
者
』
と
は
今
日
の
場
合
イ
エ
ス
を
信
ず
る
真
の

信
者
で
あ
る
」「
混
沌
た
る
不
安
の
空
気
に
つ
つ
ま
れ

た
日
本
の
現
状
に
於
い
て
『
僅
か
な
残
り
の
者
』
は

空
の
星
の
ご
と
く
貴
重
で
あ
る
。
兄
弟
姉
妹
よ
、
心

を
強
く
し
て
神
に
よ
り
た
の
め
。」
と
こ
の
御
講
義
を

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
六
十
数
年
憲
法
は
存
続
し
、
ソ
連
は
崩
壊

し
て
冷
戦
は
終
わ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
パ

ウ
ロ
は
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
十
一
章
「
イ
ス
ラ
エ
ル

の
残
り
の
者
」
の
箇
所
で
、
神
は
「
バ
ア
ル
に
ひ
ざ

ま
ず
か
な
か
っ
た
七
千
人
を
自
分
の
た
め
に
残
し
て

お
い
た
」と
エ
リ
ア
に
告
げ
ら
れ
た
。同
じ
よ
う
に「
現

に
今
も
恵
み
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い

ま
す
」
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
恵
み
に
よ
り
残
さ
れ

た
も
の
と
し
て
、
常
に
神
に
立
ち
帰
り
、
こ
の
友
和

会
の
お
働
き
を
神
が
用
い
給
う
こ
と
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

ハンセン病療養所愛楽園、通底する差別の構造
　元ハンセン病患者であった平良仁雄さんの詳しい
施設案内と説明を聞いたあと、夕刻、実父がハンセ
ン病であったことを 40 年経って知った奥間政則氏
の証言と告白は衝撃であった。
　政則さんの実父は息子に自分がハンセン病である
ことを明かさぬまま亡くなった。2015 年、奥間さん
は愛楽園で学芸員の辻央（つじ　あきら）氏（愛真高校
出身）に出会い、彼がまとめたハンセン病患者の証
言集を見せられ「この証言はあなたのお父さんの証
言ではないのか」と言われ、父の苦悩に満ちた人生
を知った。そこで彼が受けた衝撃はハンセン病者に
対する冷酷な国策（ライ予防法と差別）であり、世間
の偏見と差別の実態であった。家族をこの差別から
守るため父は自分の事は語らず、密かに活字で残し
て逝った。この父に対する国と世間の差別といま沖
縄で行われている国の差別抑圧は通底すると直感し
た彼は、基地建設に反対する行動につながってゆく。
土木が専門である彼は自分の経験と知識を総動員し
て、反基地運動と講演活動で飛び回っている。その
訴えは、真実であり、非常に力強く説得力がある（＊
1）。奥間氏は多忙の中、高江の基地建設地も案内し
て下さった。

座り込みで負傷した平良悦美さんの告白　
　宜野湾セミナーハウスで、平良修牧師の奥様、平
良悦美さんのお話しを伺った。
　昨年夏、キャンプシュワブゲート前で座り込みを
していた悦美さんに車が突っ込み、脚を骨折し、た
だちに救急車で病院に運ばれ入院することになった。
幸い入院は長引くことなく怪我は快癒して、座り込
みを再開したとのことである。感銘を受けた事が二
つある。一つ目は、突っ込んだ車を運転していた若
者には思想的背景はなかったらしく、後日彼が謝り
に来た時、悦美さんが「許してあげるからこれから
一緒に座り込みをして」と言ったら「はい、そうし
ます」と答えたとのことである。
　二つ目は、自宅から座り込みに行くときは、車を
運転しながら「主の祈り」をウチナーグチ（沖縄の言葉）
で唱えながらゆくとのことである。録音に取らせて

頂いたが、なんともいえない、平安に満ちた響
きである。

沖縄戦戦跡、ガマ、平和祈念塔などを巡る
　毎年案内して下さる平和運動活動家、宇根悦
子さんの解説は少しの誇張もなく静かであるが
秀逸で、深い洞察に満ちている。ある戦跡の説

水戸　潔

　三月はじめに、私にとって二度目となる沖縄への「平
和の旅」に参加した。はじめに、伊江島で開催された
財団法人わびあいの里主催の「ゆずり合い 助け合い 
学び会う会」に参加し、その後辺野古新基地建設工事
のゲート前での工事阻止抵抗活動に加わり、高江では
ヘリパッドの軍事訓練に反対し非暴力の抵抗をしてい
る人たちと出会いお話しを聴くことが、主な内容で
あった。
　今回の沖縄平和の旅で、私は本当に多くの貴重な体
験をし、また沖縄の方々との出会いと温かい交流の時
を与えられたことは心に深く刻まれ、教えられること
の多い旅行であった。同時に改めて沖縄の現実の姿が
一段と困難な状況となっていることを知らされ、沖縄
から離れた本土で生活している私たちには一層厳しい
問いが迫っていることを感じずにはいられなかった。
　沖縄訪問について体験したこと、見たこと聴いたこ
とを記さなければならないと思いつつ、それらについ
ては改めることとして、沖縄を訪れ、数日を過ごし、
沖縄から戻り今日までの間、いま現に起こっている私
たちの国の混沌とした状況の只中で私が考え、自分自
身のあり方と、この世において平和を求めつつ生きる
わたしたちとしてどのように歩むべきだろうか、と考
え模索してきたことを記させて頂きたいと思う。
（１）沖縄の困難な現実にどのように向き合うのか
・  沖縄の「米軍基地による基地負担の苦しみ」を他人
事とは思わず、自分の問題として沖縄の問題に関わり、
沖縄の闘いに連なる活動に取り組むことは非常に大切
である。
　沖縄の現地に赴くことはなかなか容易いことではな
いが、沖縄の友、親しい知人との交流を深め、想像力
によって沖縄の苦しみ、悲しみに共感し、出来る支援
をすること、そのような人の輪を広げる努力は大切で
ある。
・  しかし、現実に沖縄で起こっている米軍基地が集中
する故の被害、恐怖感、不安などは、その場所にいる
者にしかわからない、という現実の認識を持つことが
より重要。そして、その様な問題をもたらす原因は、
この私たちが「平和」に生活している日本の国家及び

国民全体の責任であることの認識を持たなけ
ればならないと思う。
（２）　沖縄の問題、日本の問題への視点の根
本的見直し。
    さらに、沖縄の問題を本土にいるという立
場から見ているという視点を根本的に見直
す。逆転させる。

i    日本から沖縄の問題を見るのではなく、沖縄から日
本を見る。
ii   沖縄の視点から見ることによって、日本の国の根本
的な問題過ちがみえるのではないか。
・中央から地方という見方の誤り、多数決を盾に権力
の力を利用して弱い者、小さい者を切り捨てて意に介
さない、誤った民主主義の濫用など
iii   日本の歴史を沖縄の視点で問い直す
沖縄が琉球王国であった時代から薩摩藩侵攻→琉球処
分→沖縄戦→米軍占領下→本土復帰→現在その全ての
時代を通じて日本国家として沖縄蔑視、差別、切り捨
てを続け、国（政権）の自己利益を優先し犠牲にして
きた。そのことを一度でも国として謝罪したという事
実はあったのだろうか。
iv   この視点の逆転が現在の沖縄の困難な問題を解く
ヒントになるのではないか、と考えている　
　もし、日本（本土）の世論が上記の視点の逆転に傾
けば、「危険な普天間基地の廃止のための唯一の代替
地が辺野古」という誤った固定概念の根拠は崩れ、さ
らに、沖縄駐留海兵隊の存在理由がないとなれば、辺
野古基地の建設は不要となる。→辺野古基地建設は、
地球環境、貴重天然資源保護、地質・地盤構造上の面
等から、多額のコストをかけた挙げ句に完成不可能と
なる可能性があるのではないか？ 
　更に、沖縄の視点から見直せば、主権国家として日
米安保体制の根本的なアメリカ従属を固定化している
日米地位協定を根本的に見直し沖縄の危険防止に役立
つ内容に改訂することは当然のこととなる。
v   沖縄を犠牲にしてきた歴史の背景に、日本国家の隠
蔽体質が歴然としていることが見えてくる。隠蔽・密
約によって国家や政権温存を図った犠牲を沖縄に強い
てきた歴史を直視しなければならない。
　1944 年末　近衞文麿上奏文を昭和天皇受け入れず、
1947 昭和天皇がマッカーサーに沖縄占領継続を希望、 
1950 年代　沖縄へ核兵器配備（伊江島模擬核爆弾投下訓
練）、1972 年沖縄本土返還時の「核抜き・本土並み返還」
の有事核兵器再持ち込み密約・・・・すべて沖縄が犠
牲となる密約であった。

（次号に続く）　

いま、沖縄の現実に向き合う

植松　信雄

　
私
の
知
り
合
い
の
と
こ
ろ
に
は
、
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
来
た

若
者
が
農
業
研
修
に
や
っ
て
来
ま
す
。
研
修
生
は
、
み
ん
な
国

も
違
え
ば
年
齢
も
違
い
ま
す
。
中
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も
を
国

に
置
い
て
き
た
若
い
お
母
さ
ん
も
い
ま
す
。
研
修
中
の
約
１
年

間
は
、
自
分
の
子
ど
も
に
会
え
な
い
の
で
す
。
私
は
な
ぜ
自
分

の
子
ど
も
を
置
い
て
ま
で
こ
こ
に
来
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

と
疑
問
に
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
達
は
芯
の

あ
る
声
で
こ
う
言
い
ま
し
た
。

　
「
寂
し
い
け
れ
ど
、
自
分
の
村
の
た
め
だ
か
ら
。」

と
。
そ
の
言
葉
に
は
、「
自
分
の
村
を
救
う
」
と
い
う
使
命
感

の
よ
う
な
強
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
彼
女
達
を
見
て
、
私
は
自
分
は
ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
。
私
は
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
中
島
の
た
め
に
何
か

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
思
っ
て
い
る
だ
け

で
結
局
は
何
も
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
海
を

渡
り
、
自
分
の
子
ど
も
を
置
い
て
き
て
ま
で
、
自
分
の
村
の
た

め
に
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
彼
女
達
の
よ
う
な
行
動
力
が
私
に

は
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。

研
修
生
の
多
く
は
、
ネ
パ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
ア
ジ
ア
の

国
か
ら
来
て
い
ま
す
。
私
は
彼
ら
に
現
地
の
暮
ら
し
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
生
活
は
、
私
の
想
像
以
上
の
も
の
で

し
た
。
そ
の
中
で
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
水
道
が
通
っ
て
い
な

い
こ
と
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
の
山
あ
い
の
村
で
は
、
毎
朝
片
道

2
時
間
か
け
て
水
く
み
に
行
く
そ
う
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
ガ

ス
や
電
気
が
通
っ
て
お
ら
ず
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
よ
る
わ
ず
か

な
発
電
で
夜
間
に
明
か
り
を
灯
し
て
い
る
と
い
う
人
も
い
ま
し

た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
私
の
家
で
は
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
き
れ
い
な

水
が
出
る
し
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
明
か
り
が
灯
り
ま
す
。
そ
ん
な
当

た
り
前
の
こ
と
が
世
界
で
は
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
の
だ
と
、

研
修
生
と
の
話
を
通
し
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
将
来
、
N
G
O
を
立
ち
上
げ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ア
ジ
ア
の
研
修
生
を
私
の
ふ
る
さ
と
中
島
に
呼
び
、
農
業
や
漁

業
の
研
修
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
研
修
生
と
の
話
で
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で
す
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ま
た
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中
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で
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思
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で
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、
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す
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私
は
、
ア
ジ
ア
の
村
、
自
分
の
島
、
そ
し
て
世
界
の
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め
に
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献

で
き
る
人
に
な
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た
い
で
す
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岡
田
栞
那
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は
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和
会
理
事

岡
田
義
之
氏
の
長
女

日時：2017 年 5月 12日 ( 土 )　
　　　　　　　　　　　　13：30～ 16：15
（総会後約 1時間、懇親会を予定しております）
場所：キリスト友会東京月会フレンドセンター
　　　　　　　　　　　　　（港区三田 4-8-19）
問い合わせ：090－3900－6894（飯高）

総会のお知らせ

編集後記

明が終わった後「みなさん、戦争というものは、ある
日突然起こるのではなく、この遺跡に見られるように
周到な準備がなされた後起こされるのです。いま日本
の歩んでいる姿は、かっての日本の姿と重なります。
安保法制、改憲のうごき、沖縄辺野古、高江での工事
強行、離島で進んでいる自衛隊配備など・・・沖縄に
いるとそのことがよくわかるのです」という言葉には、
胸を突かれた。
　今回、映画「ハクソー・リッジ」（＊2）の舞台となっ
た浦添市の前田高地を訪れた。高地の上に立って、あ
の爆弾と人肉が飛び散る壮絶な戦闘場面と、その中に
あって「汝、殺す勿れ」の神の教えを守って、武器所
持を拒否し全くの丸腰で７５人もの負傷兵を救ったク
リスチャン衛生兵、デズモンド・ドスの姿が甦ってき
て感無量であった。
　あの映画には、「アメリカの正戦というプロパガン
ダ映画である」「殺されていった無辜の沖縄の人たち
の姿が描かれていない」という批判もあるが、あの映
画は、戦場にあってもあくまでも非戦、非暴力を貫き、
負傷兵（日本人兵士も含まれていた）を救った一人の人物
の生き様を描くという製作意図を汲むべきであろう。

旅を終えて
　沖縄では一番桜の可憐な花びらがほころび始めてい
た。
　貴重な所を訪れ、貴重な人に出会い、貴重な真実を
知った。あの美しい海、うっそうと繁るヤンバルの森
を戦争のために潰すことは断じて許してはならない。
こみ上げるその思いと共に、私たちは決して傍観者、
応援団として外野から声援を送るだけではいけない、
何ができるかを真剣に考え立ち上がりたいと思った。
友和会がそれを担ってほしいと切に願う。

注）　＊１：奥間氏によると、現在埋め立てが進んでいる辺
野古の地層上部は、沖縄石灰岩からなっており、巨大な軍事
基地の重さには耐えられない（潰される）とのこと。また辺
野古弾薬庫の近くを活断層が走っており、極めて危険な場所
であるとのこと。
＊２： 「ハクソー・リッジ」とは、ノコギリの歯のような切
り立った断崖のことで、沖縄の激戦があった浦添市前田高地
にある。今夏公開されたこの映画は、現在ビデオレンタル店

P12 最下段に続く―→

で借りて観ることができる。なお「A True Story of An 
American Soldier」（アメリカ製ＤＶＤ）は非売品。水戸より
回覧用で貸し出しは可。

＊4　： 翁長雄志知事へのファックスは、「ＦＡＸ番号　098
－866－2467、沖縄県知事公室気付　知事・翁長雄志様」で、
「支持します」の一言でもよい。

―→P11 より続く
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戦跡・資料館を訪ねる旅
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戦
場
で
殺
し
あ
う
こ
と
ば
か
り
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戦
争
で
は
な
い
。
黒
部
第
三
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ム
工

事
の
よ
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朝
鮮
人
へ
の
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間
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な
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で
の
日
本
の

加
害
で
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り
、
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こ
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弾
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ば

な
い
戦
場
だ
っ
た
の
だ
。

高熱隧道 アクセス

JR にて宇奈月へ→トロッコ→欅平 (5/5~11/30, 往復大人 3960 円）
欅平から黒部ルート見学会：欅平→黒部ダム（トンネル区間）は、
関電のダム補修のためのトンネルだが、一般にも公開されている。
（無料、要申込み。T：076-442-8263）。

高熱隧道

黒部第３発電所

2018年度　日本友和会総会関連資料（案）

　
2017 年度活動報告（案）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　事務局長　水戸　潔

（一）2017 年度　情勢分析
　昨年 5 月の総会に於いて、重要度の順位で①新安保
法制の成立、②沖縄軍事基地建設工事の情勢、③アベノ
ミクスによる貧困格差の進行、④原発再稼働の進行、⑤
安倍政権下の国と社会の変貌と位置づけたが、その位
置づけは大きく変わった。
　一言で言えば､安倍政権の驕り､腐敗極まったという
ことである。

①   安倍政権の驕りと腐敗
　昨年 10 月の衆議院議員選挙で、野党民主党の分裂
という改憲勢力にとっては願 ってもないハプニング
と､小選挙区制度のマジックによって、遂に改憲勢力
が 3 分の 2 議席を占めるに至った。国民の多くは、
ただ経済の表面的な現象（株価堅調、失業率改善）に目
を奪われ、現政権を認めている観がある。しかし、そ
の間に、政権はますますおごり高ぶり､強権的姿勢と
内部の腐敗が進んでいった。
　その極みが財務省による前代未聞の「森友文書改ざ
ん」事件である。政権はこれを役人のやったこととし
て、政治家の責任は無いかの如く言っているが、国家
行政の腐敗は政治の腐敗であることは誰の目にも明ら
かである。政権にとっての「不都合な真実」は暴かれ、
「天網恢々疎にして漏らさず（テンモウカイカイソニシテ
モラサズ）*」の格言は、腐敗した現政権にこそ妥当す
ることが証明された。
　(* 老子の言葉。天の網は広大で目があらいようだが、悪　
　人は  漏らさずこれを捕える。悪いことをすれば必ず天罰が
　下 る意。『広辞苑』

②   辺野古軍事基地建設の情勢
　国家による沖縄差別・弾圧は、総選挙による与党の
勝利と安倍政権の非情な驕りによっていっそう深刻に
なった。国家の暴力によって、高江のオスプレイヘリ
パッド基地建設が強行された。オスプレイの墜落、部
品の落下等の事故が続いても、政府はアメリカの言う
なりで、危険な飛行は平然と続けられている。
　また、３月 13日の辺野古基地建設差し止め裁判で、
那覇地方裁判所は、この海域には漁業権がないので裁
判の理由が無いという理不尽な理由で門前払いをして
しまった。

　3 月 14 日には、山城博治、稲葉博、添田充啓の三
氏に対し、威力業務妨害で有罪判決（執行猶予つき）
が出た。国家の暴力は棚に上げ、やむにやまれず抗議
行動に訴えた行為を針小棒大に取り上げて有罪とした
との感は否めない。
　そこには、沖縄住民より日米安保優先、沖縄蔑視の
姿勢が露骨に現れている。また、マスコミの報道姿勢
にも現れているように、沖縄と本土のこの問題に対す
る理解、関心の温度差にも私たちは気づかなければな
らない。

③   経済に惑わされる国民
　株価が堅調で失業率が下がった。就職率も上がった。
それだけで国民生活を判断して良いのか、ということ
がいま突きつけられている。
　格差は広がり、子供の貧困はさらに深刻で、６人に
１人（16.3％）がランドセルを買うお金にさえ困って
いるという。さらに、一人親世帯ではこの比率が５５％
になっているという現実を目の前にして、アベノミク
スが成功したとは到底言えない。国の借金はますます
肥大している一方、北朝鮮情勢を奇貨として防衛費は
史上最高に膨らんでいる。政権の腐敗と共に、経済の
腐敗もまた進行している。

④   核廃絶の動きと原発再稼働
　2 万１千人の死者行方不明者を出したあの悪夢のよ
うな 3.11 東日本大震災から 7 年の月日が流れた。し
かし、復興はまだ道半ばであり、７年経っても未だに
避難生活を続けている人が 7 万 3 千人もいるという
ことに驚きを禁じ得ない。特に原発事故で古里を追わ
れ帰ることができない人びとは未だに約２万人もいる
という。原発事故の事故究明、収束もはっきりせず、
安全性も確立しておらず放射性廃棄物の持って行き場
が無いにもかかわらず、政府は財界の要望に添って再
稼働を次々容認している。
　さらに失望させられるのが、核廃絶の世界的潮流に
背を向ける日本の姿である。ノーベル平和賞を受賞し
た「核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）」の努力に
より昨年 7 月国連で採択された核兵器禁止条約に、世
界で唯一の被爆国であるにもかかわらず、日本は賛成
しなかった。アメリカに追従したのである。国際社会

に顔向けの出来ない恥ずかしい姿であった。

⑤ 安倍政権下での国と社会の変貌、憲法改正への動き
　顕著に感じられる政権の傾向は、立憲主義の否定と
ますます強まる右傾化の兆候である。この政権は憲法
などまるで眼中にないが如く強権的に振る舞う。ヘイ
トスピーチに見られる人権侵害を容認するかの様な政
府の態度、韓国慰安婦問題など見ると、謙虚な謝罪の
姿は微塵もない。さらに将来を担う若者にはわが国の
過去の歴史的事実を否定し、伝えようとしない。新憲
法が保障する基本的人権、信教の自由、主権在民、武
力での威嚇や攻撃を禁じる憲法九条を軽視し、為政者
が管理しやすい国民教育を推進。着実に若者の右傾化
に成功しつつあるのは日本の将来に垂れ込めた暗雲で
ある。
　現政権は、3 分の 2 の改憲勢力獲得を機に、いよい
よ現憲法 9 条を変えて戦争の出来る国にしようと目論
んでいる。これに対抗して、いま安倍改憲 NO！
3000 万人署名運動が全国各地で推進されている。

（二）2017 年度活動報告
　前述の情勢の中で、昨年度友和会は、その時々にお
いて会員へは友和誌を通して、外部に対しては、署名、
カンパ、平和団体との協同などを通して平和への行動
を実行してきた。詳細は友和誌を通してご覧頂くとし
て、ここでは昨年度の主要な活動を報告する。                                          
１）第 67回日本友和会全国大会
日　時：2017 年８月 22日（火）、23日（水）
場　所：群馬県青少年会館
主　題：「生きる権利」
参加者：46名（内、学生９名）
主題講演：「いのちが分断される時代に～困窮者支援
の現場から～」
講師：NPO法人抱樸理事長　奥田知志
オプションツアー：「非戦の牧師・柏木義円に学ぶ～
安中を訪ねて～」24日、参加者 24名

２）日本友和会 90 周年記念誌発行
　日本友和会は 1926 年３月に設立されてから、
2016年90周年の節目を迎えた。JFORの歴史記録は、
記述としては 2000 年まで、略年表としては 2008 年
までで、その後発行が滞っていた。
　90 周年を機に、その後の歴史記述、続きの年表、
友和会でかつて労された方々の投稿などをまとめて、
2016 年度内の発行を目標に困難な作業に取り組み、
2017 年８月 15 日発行（145 頁、600 部）。全国大会会
場及び郵送にて会員と関係諸団体、個人に配布された。

３）その他、平和運動への参加、協力等
●  新安保法案反対国会前集会と各種学習会、原発再稼
働反対行動集会、ヘイトスピーチ反対集会、辺野古基
地建設反対抗議集会参加、駅前スタンディング、平和
関連委員会および諸集会（NCC、非暴力平和隊、宗教者
平和協議会、平和的生存権を国連へ、脱原発集会がこれら

に該当）には首都圏を含め、全国各地で会員有志が地
元９条の会などと連帯して参加している。特に辺野古
で連日、非暴力抵抗運動を継続中の会員らを激励する
ため、本土の会員有志は伊江島での故阿波根昌鴻さん
没後記念第 16 回勉強会参加と同時に、坐りこみを続
ける現地会員を訪問、連帯の意を表した（2018．３月
上旬）。一方、青森県大間の核燃料サイクル施設建設
に反対して村八分にされても農地を売らず、建設地隣
にふみとどまっている「あさこハウス」熊谷厚子さん
を継続支援中の会員有志は、物品の販売、ハガキ支援
運動などを続けている。また、会員有志は、恒例の「南
京地区謝罪植樹活動」に３月下旬に参加予定であった
が中心となって推進してきた指導者の逝去により、今
春は中止。

◆安倍政権改憲NO！ 3000 万人署名運動に協力
　他団体の実践例に倣い、この署名運動に賛同する会
員有志の名前を列挙した署名用紙を作成。友和誌に同
封して会員に署名活動へ一層の協力を呼びかけた。
17 年 12 月末に第１回集約分 1018 筆を中央集約団体
へ送付した。
　その後、18 年３月 15 日現在、365 筆集まり、日
本友和会扱いとしての累計は 1383 筆となった。

◆第 67回全国大会報告　　   実行委員長　池田　泉
　全国大会のテーマは「生きる権利」講演会は昨年に
引き続き公開とし、講演者は奥田知志牧師。演題は「い
のちが分断される時代に～困窮者支援の現場から」。
お話はキリスト者ではない参加者にも良く理解できる
示唆に富んだメッセージでアンケートからも参加者の
満足が伝わってきました。前橋の理事・朝倉さんのお
働きで、準備した 74 席では足らず、椅子の補充をし
ました。また同じ会場での沖縄の写真展は、沖縄の会
員：石原昌武・艶子さんご夫妻の参加で報告会もでき、
沖縄の今を参加者が肌で感じ、考えることが出来まし
た。故青木栄実氏（元会員）の平和の切手展も好評で
した。夜の交流会では特に若者の活発な意見があり、
彼等の成長を頼もしく感じた嬉しい時間でした。

◆90 周年記念誌発行　　                               木村宥子
　日本友和会創立 90 周年の記念誌は、当初の予定よ

り大幅に遅れての発行となりましたが、皆様のご協力
を得て 2017 年の全国大会で、お届けすることが出来
ました。
　90 年誌は①日本友和会のあゆみ、②90 周年に寄せ
て（寄稿文）、③資料、④略年表の４本立てで編集しまし
た。①は出来るだけ写真を沢山使い、あゆみがリアル
なものとして感じられるように、②は、どう学び抵抗
してきたか 36 人の方々から寄せられた証言。④は単
なる時系列の記録ではなく、世界の政治的な動きと連
動する形としました。友和会の働きは常に具体的な社
会の不条理と共にあろうとするからです。その過程の
重要な記録が③です。

◆IFOR 国際委員会中間報告
　IFOR2018 協議会の開催準備が進行中　　野副逹司
●  日程：2018/11/04~11、会場：イタリア・シシリー
●  課題：Migration in light of IFOR：IFOR を光背に「移
住、移民」問題に取り組む (素案）。
  ・91 年発足の欧州連合 EU が難民問題で現在崩壊の
危機に。二度の世界大戦から 51 年に戦争要因の石炭
( 炭鉱 )。  ･鉄鋼を国家を越え管理する欧州石炭鉄鋼共
同体 ECSC を結成、58 年には共同市場をめざす EEC
と欧州原子力共同体 EURATOM が発足合体して欧州
共同体 EC に、そして政治的統合へ深化した EU と世
界の平和への危機に取り組む。

各委員会活動報告　　　
◆編集委員会　                                              岡田義之
●  『友和』を隔月、計 6回発行（704~709 号）
●  校正作業を理事のほかに若干名のボランティアにお
　願いして行うようにした
●  編集委員会はメーリングリスト上、また理事会時に
　開催した
●  過去の友和誌で、デジタル版で版下が残っているも
　の (678 号以降 ) はネット上に保管し、許可さえ得れ
　ば閲覧できるようになった。
●  友和会目次、巻頭言をホームページに掲載再開した

◆女性の会　　石渡能子・大高敦子
2017 年の活動報告：
　総会の折手作りのジャム、毛糸のたわしを販売。 全
国大会の折友和会に寄付された書籍を販売し、売り上
げを女性の会として会計に渡した。
　なお、本会は会員の高齢化と共に、一定の歴史的使
命を果たしたので2017年度持って解散する事とした。

◆国連活動について　                                 　関本克良
　2017 年 11 月に国連人権理事会で日本政府の人権
状況の審査（UPR）が行われています。詳しくは前田
理事が人権理事会にも参加され、自身のブログで詳し
く報告されています。慰安婦問題では 2015 年の日韓
合意が、被害者の人権救済の手続きとして適切でない
という意見があり、私も同感です。また、朝鮮学校を
高校授業無償化から排除している問題は、教育の権利
に関する差別であり是正が勧告されています。国連人
権機関からの勧告に日本政府が真摯に向き合うかどう
かが問われ続けています。

関連派遣　　　　　
◆日本キリスト教協議会（NCC）常議員会　  飯髙京子
　国内のキリスト教関係の 27 団体代表が 17 年度は
５回集まり、各委員会報告、現状の情報交換、審議を
行った。特に日本キリスト教会館の耐震工事に関し厳
しい諸経費を検討しつつ改築し、NCC 拠点としての活
動再開にかかわった。常議員会ごとに高江・辺野古軍
事基地建設阻止関連やヘイトスピーチ禁止、秘密法強
行採決反対などの署名協力を要請。「平和に生きる権
利・国連宣言運動」の紹介資料も配布した。

◆NCC靖国神社問題委員会　　　                  坂内宗男
　6 月 15 日改正組織的犯罪処罰法（共謀罪）が成立、
2016 年 12 月 11 安保法制成立と共に戦前回帰への素
地はそろった。天皇の「生前退位」は19年4月と確定、
代替わり問題への対応が喫緊の課題として急浮上して
きた。昭和天皇死去時に比し、保護主義の波やキリス
トの名をかたる右翼疑似グル－プの台頭から、より厳
しさが待ち受けている。
（１）定例委員会・常任委員会は毎月開催されている。
（２）集会・活動報告
●   ブックレット『安倍 70 年談話と私たちの課題』の
頒布について、各教派・団体の買取り、書店設置、全
国規模の市民団体－平和ネット『ニュ－スレタ－』『市
民の意見30の会・東京』等を介し刊行物にチラシ同封、
ＰＲに努めた。
●   ６～ 11 月にかけて、当会発行の『自民党新憲法草
案批判－天皇制問題・20 条問題』　『わたしたちは天
皇制をなぜ問題にするのか－天皇制問題 Q＆Ａ』『　
同～天皇の代替わり問題とキリスト教』を読み学習、
その後は各新聞を収集して政府の動きをチェックし、
NCC全体の取組みとして進める準備段階にある。
●   6 ／ 7 代々木・日本共産党本部を訪ね、事前に申し
入れておいた赤旗４月号より元号併記に踏み切った理
由を求める。

●   7 ／ 3 例会に朝日新聞記者（皇室担当特別嘱託）岩井
克己氏を招き 30年に及ぶ皇室取材を聞く。
●   10 ／ 12 茨城・霞ヶ浦の予科練平和記念館（旧海軍
飛行予科練習生養成学校）を見学。11／ 6NCC 教育部
平和教育センタ－を見学。
●   靖国神社機関紙『靖国』11 月号に練馬・世田谷区内
中学生が職場体験学習に来社、禊ぎまで行った記事が
出、質問状を出し、練馬区教育委員会とは面談を行った。
●   抗議、声明文
・8／7首相・閣僚が靖国神社に参拝しないよう要請文、  
  8 ／ 24 同抗議文発送（首相は玉串料奉納）。
・11／ 6靖国神社秋季例大祭に首相が真榊を奉納し
  たことについて抗議文出す。
・12／ 18新年頭首相が伊勢神宮に参拝しないよう要
  請文提出、1／ 5参拝抗議文送付。

◆NCCJ 日本キリスト教協議会・平和核問題委員会派遣
　　　　　　　　　　　　　　　　　          野副 逹司 
◇  委員派遣元；5 教会：( 日本ルーテル教団、日本キリ
スト教団、在日大韓基督教会、バプテスト連盟、自由メソ

ジスト教団）。６団体：(婦人矯風会、キリスト者政治連盟、
カトリック正義と平和協議会、日本 YWCA）。
◇  委員会開催日：4/13、6/15、9/8、11/24、2/9。
◇  委員会の主な活動 (参加、共催など）：
・2017 年 4月「脱原発 VS日本原子力協定 2017 全  
  国集会」(原子力行政を問い直す宗教者の会 )
・2017 年 7月「愛と平和のための祈り」作成 (平和月
  間に向け、NCCJ の HPに掲載 )　　　

・2017年 12月「沖縄の基地反対の防衛省申し入れ」（文
  書も総理と防衛相へ送付）

・委員間の活動分かち合い ( 主なもの )：原発メーカー
訴訟、原発輸出反対（日印協定等）、憲法改悪反対（安
保法制や秘密保護法、共謀罪も )、辺野古基地建設反対を
はじめとする米軍基地問題、ヘイトスピーチ廃絶など
の運動体との共闘、また日韓カトリック教会・脱核部
会など海外の活動との連帯。
◇  次回期から、新たな派遣委員、派遣委員の増員な
どが予告されています。首都圏在住の会員の派遣を提
案します。

◆NCC女性　                            野副めぐみ（当日報告）

協力団体　　　
◆日本宗教者平和協議会（日本宗平協）　　大高敦子
★　2017 年度活動報告 : 日本宗平協に日本友和会は
団体加盟しています。わたしは山形県宗平協から、日
本宗平協の常任理事に選出されている関係で、日本友
和会とのパイプ役になっています。

　毎月発行されている『宗教と平和』575 号では、沖
縄の山城博治さんの釈放要求記事があり、各地域・団
体・個人からの便りでは、友和誌を通して友和会の様
子が時々紹介されています。
　3.1 ビキニデ―では、特に久保山愛吉墓前祭に長年
取り組み、宗平協ならではの活動になっています。
勿論、ヒバクシャ国際署名や９条改憲 NO！の３千万
人署名にも取り組んでいます。
★　2018　: 多岐にわたる活動の中で、毎年秋に日本
宗教者平和会議が開催されています。
　新年度は何故か山形県鶴岡市が開催地に選ばれ、来
る 10月 22日（月）～ 24日（水）の予定です。
　テーマは「平和への権利国連宣言と平和ピラミッド
構想」（仮題）です。庄内柿の収穫期で、味覚の秋も満
喫できます。
　追ってご案内致しますので是非ご参集下さい。

◆平和への権利国際キャンペーンについて  　前田　朗
　2016 年 12 月 19 日、国連総会は平和への権利宣言
を 131 カ国の賛成で採択しました。NGO が当初求め
た内容は簡略化され、十分とは言えない面もあります
が、NGO の国際協力が実を結びました。アメリカ、
EU 諸国、日本は反対しました。日本政府は「平和へ
の権利について各国の間で意見が分かれているので採
決するべきではない」と主張しました。2017 年７月
に核兵器禁止条約に反対した時と似ています。NGOは、
宣言の具体化に向けて新たな取り組みを議論している
ところです。

◆非暴力平和隊　　                                       飯高京子
　本会創設者メル・ダンカンは友和会会員でもあり、
紛争地域の和解実践を推進している。大畑豊理事は、
沖縄へ移住し、住民と共に軍事基地建設阻止の非暴力
抵抗を実践し、ネット上で現地状況を逐次報告中であ
る。JFOR 会員有志も現地の抵抗運動に参加し、本土
と現地での報道の温度差を実感した。本土住民の沖縄
への認知度改善のため、沖縄の新聞を本土の諸団体が
共同購読しようとの呼びかけを JFOR と共に開始して
いる。

◆「憲法９条にノーベル平和賞を」実行委員会ニュー
スNo.16,17,18 合併号より　                     　飯高京子
　2017 年度ノーベル平和賞 ICAN受賞を追い風に「戦
争放棄を定める憲法９条」の世界的意義を訴え広げる
活動に取り組む。2018 年 2 月 7 日現在、世界各国か
ら集められた紙面署名は 651,734、ネット 81,052　
合計 732,776 筆である。「憲法９条にノーベル平和賞

を」の運動は発展的に、韓国の推薦者達から 2018 年
度運動継続申し入れがあった。改めて「国家権力の暴
走をしばり、国民の平和を守る９条」保持に取り組もう。

◆平和を実現するキリスト者ネットの事務局会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   石渡能子
　キリスト教の各教派、団体が毎月集まり、ニュース
レター発行のための原稿の依頼者を決め、各団体と共
同して活動する担当者を決める。月 1 回の会合に出席
する。
ニュース　レターの発送作業（年 10回）に参加する。

2017 年度地方の活動報告
◆JFOR 読書会 in 東京                          　　　坂内宗男
　毎月第４木曜日、参加者６～８名。レポ－タ－を立
て学ぶ。（1998 年 10 月始める。本旨：憲法学習）
於東京・文京区荒井克浩会員集会場。
　昨年２月から山室信一著『憲法９条の思想水脈』（朝
日新聞社）を読出す。08年1月読了、２月からキム・ドゥ
シク著山田寛人訳「『平和主義』とは何か～韓国の良
心的兵役拒否から考える～」（かんよう出版）を読み始
める。　

◆良心的軍事費拒否の会　                      　　坂内宗男
（友和会総会の決議で 1974 年 11 月創設される。）

会議は東京・杉並メノナイト方南町教会で行う（年４
～５回）。会員・協力者30数名。年３回『すきのは』発行。
毎年２・16 確定申告時、神奈川県相模原税務署で、
象徴的に請願書による活動が中心となっている。現役
者が会員となり、確定申告拒否が出来るよう望んでい
る。私たちの身辺を聞いたりして、年々厳しくなって
いる。
　なお、会議とともに読書会を行う予定。→４／ 30
三木儀一著『日本の納税者』（岩波新書）。
共同代表：オゥノミチオ、田中良子。書記：坂内宗男（兼
『すきのは』編集）。事務局：飯田順朗。会計：山口協一（以
上いづれも友和会会員）」

◆静岡支部　　                                                 水戸　潔
・2017 年４月 30 日：総会及び講演会（「戦争が起きる
三つの条件」、講師　水戸潔）

・2017 年６月 18 日：浜松大空襲と平和を学ぶ集会・
講演会（講師：竹内康人氏）、他団体と共催　
・2017 年９月 24 日：友寄隆静氏講演会、　他団体の
後援
・2018 年３月 18 日：沖縄問題講演会（講師：奥間政
則氏）、浜松市憲法を守る会と共催　

1 号議案

2 号議案

2017 年度決算　当日提出 

2017 年度決算の監査報告
　　　　　　　　　　　　　　中川信明・野副めぐみ         
　
３号議案　

2018 年度活動計画（案）　　　事務局長　水戸　潔
一．国内情勢の見通しと活動方針
　国内情勢は、「( 一 )．201７年度　情勢分析」で５項
目に亘って述べたが、それらは依然として危険な状態
で現在も続いている。  友和会はこの現実に抗し、理念
である「非暴力による平和実現」に向けて活動を続ける。
今年度も友和会は現政権によって作り出されている問
題、特に戦争への傾斜、沖縄で進行している住民弾圧、
核問題、貧困格差を生む経済政策、人権侵害等の見張
りを怠らず、警鐘を鳴らし、非暴力の理念に基づき、
発言し、平和団体後の協同を進めてゆく。

二．具体的活動計画
１．2018 年度､第 68回全国大会
日 時 :８月 21 日（火）～ 22 日（水）（23 日　オプショ
ン行事）
場　所：広島県三次市甲奴（こうぬ）、ジミーカーター・
シビックセンター
主　題：「憲法改正問題と核問題」( 仮題 )
　　主題は理事会でまだ正式に決まっていません。今度の理   
        事会で実行員長から提案されます。それで仮題としまし
         た。
主題講演：スティーブ・リーパー氏、楾 ( ハンドウ ) 大
　　樹氏を予定
大会詳細は、友和誌第 711号（６月発行）に記載する。
大会実行員長：岡田義之理事

2．平和問題への取り組み
①  多くの問題が存在する中で特に、沖縄辺野古基地建
設反対運動を今まで以上に積極的に支援する。友和誌
に特集記事掲載の企画、支援金送付アッピール、支援
のハガキ、ファックスの送付呼びかけ、抗議デモ等へ
の会員参加などに積極的に取り組む。その他、他団体
からの支援協力要請に積極的に応じてゆく。
②  改憲阻止のため、具体的に「安倍改憲ＮＯ！ 3000
万人署名運動」に積極的に取り組む。５月末までに友
和会扱い 2000 筆を目標に取り組む。
③  その他、改憲阻止のため、あらゆる機会を捉えて、
デモ参加、スタンディング、集会参加、他団体との協

同などを呼びかけてゆく。キリスト者平和ネットには、
友和会会員多数が購読参加。坂内義子氏、石渡能子理
事は運営委員として奉仕している。
④  核兵器廃絶運動に、より積極的に取り組む。元広
島原爆資料館館長を担ったスティーブ・リーパー氏が
会員となられたので、人脈、情報等を生かして、国連、
国際友和会、アメリカ友和会等にさらに働きかけを強
化し、協力して取り組む。各地における原発稼働阻止
運動や、原発メーカー訴訟運動には野副達司理事がか
かわり、市民講座などの企画も随時、JFOR メール広
場へ案内がある。
⑤  今年も、大間のあさこはうすへ若者を含む有志が
支援参加を予定している。水澤寿郎会員がリーダーと
して大きなワゴン車を運転してこの活動を支える。

３．人権問題への取り組み
　日本には多くの人権問題が存在する。慰安婦問題、
福島の原発被害者問題、ヘイトスピーチ、沖縄の基地
反対運動下での不当弾圧、被差別部落問題等々。
　国連人権理事会には、NGO として参加ステータス
を有する国際人権活動日本委員会（JWCHR）から、前
田朗氏（JFOR 理事）が、参加し積極的に発言を行って
いる。また、国連のこれらの活動、また、国連の社会
経済問題委員会にも、JFOR は特別参加資格を有する
NGO である。この委員会には関本克良氏が参加し、
発言していく。

４.   教育・非暴力訓練への取り組み
　現政権になってから、若者の右傾化が顕著になって
きた。若者は何故右傾化するのか、教育の問題と共に、
政権による国民の意識操作などの問題を学習すること
が必要となってきている。また、若者たちが友和会の

めざす非暴力精神を理解できるよう、非暴力精神に
より沖縄の米軍基地建設反対運動を実践した伊江島
の阿波根昌鴻さんに学ぶ恒例の春の会は全国から参
加者がある。彼らとの交流後、高江や辺野古で連日、
座り込みをしている仲間たちへの支援に友和会から
若者が参加して学べるよう、沖縄基金を立ち上げた
い。また、友和会が連携して活動する非暴力平和隊は、
例年、若者を対象とした非暴力訓練ワークショップ
を実施している」。これらのワークショップにも友和
会から若者が参加できるよう支援したい。
　一方で社会のひずみから来る引きこもりの若者の
増加は看過できない。これらも学習課題として学習
の機会を作る。

５.   【編集委員会】　　　　　　　　　　　岡田義之
●  『友和』を隔月、計 6回発行する（6、8、10、   
   12、2、4月予定）
●  新年度の活動方針に則って特集をくむ
●  引き続き校正作業のお手伝いをして下さる方を募
   集、呼びかけする
●  ホームページ管理は関本理事から編集長が引き継
   いで管理する
●  イラスト、カット、詩、写真など、広い範囲で会
   員内外からの寄稿を呼びかける

4 号議案　

2018 年度予算（案）　当日提出　　

2018 年度予算概要　　　鈴木

会則改訂（アドヴァイザー新設）　当日提出

理事改選、新役員選出　　当日提出

【安倍改憲 NO！ 3000 万人署名運動、締め切り 5 月
までです】
　前号で、2017．12．25 までに 1018 筆集まり、
友和会扱いとして中央集約組織に送ったこと報告し
たが、その後 3 月 28 日までに、481 筆寄せられ、
累計 1499 筆となりました。
　友和会としては、5 月の締め切りまでに、なんと
か累計 2000 筆を目標としたいと思います。どうか
更に知人や親戚、近所の方々に呼びかけて、署名を
送って下さるよう切にお願い致します。

【幕引きをさせないこと】
　森友学園問題の佐川前国税庁長官の証人喚問のテ
レビ中継を見た。予想はしていたものの、40 回を
超える証言拒否、「資料の中に総理夫人の名前を見
た時、どう感じたか？」という質問にすら答えない
感情がないかのような姿に唖然とした。本人もある

闇の勢力の被害者かも知れない。政治も行政も国
民からかけ離れたところにある。彼を「トカゲの
尻尾」にして幕引きさせてはならない、と強く思う。

【地方から－沖縄基地問題講演会 in 浜松】
　去る３月 18 日（日）夜、浜松市で「日本友和会
静岡支部」と「浜松市憲法を守る会」の共催によ
る標記の講演会が行われ大きな反響を呼んだ。講
師の奥間政則氏は、ハンセン病だった父が国や社
会から受けていた差別が、今の沖縄が国から受け
ている差別と同じだと知り、自分の土木の知識を
駆使して人を殺す施設（辺野古新基地）を造らせま
いと奮闘している。
　亡くなった父の遺骨は、行き場がなくまだ愛楽
園の納骨堂にある。沖縄ハンセン病証言集に残さ
れた父の手記の筆者名も伏せ字になっている。未
だに残る差別がそうさせているという涙ながらの
お話に、一瞬会場が凍りつくようであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　水戸　潔）

事務局通信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５月は24日＜木＞）               
日時 :４月 26日 (木 )13時 30分～16時 
場所：駒込ｷﾘｽﾄ聖書集会場 JR駒込駅下車徒歩10分：六義園裏－文京区本駒込６‐11‐16　
テキスト：キム・ドゥシク著山田寛人訳「『平和主義』とは何か～韓国の良心的兵役拒否から
考える～」。　　かんよう出版、2400円。第３章　もし誰かがきみの妹を強姦して殺そう
としていたら？―殺されたり殺したりしない第３の道―
報 告 者：政池節子さん。是非ご参加をお待ちしています。問合せ→080-5412-9386坂内

2018 年４月 FOR読書会の案内

高江が潰された日

写真と文

出版：沖縄平和サポート
定価：1500 円＋税（送料別）
申し込み：沖縄平和サポート
　　　　　（0980-55-2244）

　2016 年 7月 22 日早朝、参議院選挙で自民党が大勝した
翌日、私たちは沖縄県高江のヘリパッドN1建設用地で何
が起きたか忘れていないだろうか。
　朝 5時前、高江のヘリパット建設地でそれまで中止され
ていた工事がいきなり再開され、座り込む市民に対して大
弾圧が行なわれた日である。
　この日を中心とした高江での抵抗の姿と、権力側のすさ
まじい弾圧、そして人々は何故高江を守ろうとするのか、
高江はどんなところかを、美しい写真の数々とさまざまの
角度からこの運動にかかわる人々の声で構成した本です。

友和会会員として
　　飯髙　京子

巻  頭 言

書籍紹介

　国際友和会日本支部として日本友和会が誕生し

92 年目になる。先輩諸氏の祈りと働きを受け継

いだ運動を次期役員へ引継ぐ節目に、友和会会員

としての反省と期待をのべる。

　友和会は、キリストの愛と赦しに根ざした非暴

力精神に基づき、対話を通し和解を目指す。しか

し、会の構成員一人びとりの背景は多様であり、

表現方法も異なる。自分と全く同一の信仰告白を

しない人、方法論が異なる人と運動を共に出来な

いなら、人類共存社会の実現は難しい。地域の９

条の会で献身的に活動する仲間には共産党員もい

る。私は彼らと活動を共にしつつ自らの信仰を見

つめ直し、証しする機会は貴重だと思う。

　他者が異なることを認め、相違を受け入れる寛

容性は人間関係の潤滑油である。寛容であること

は、人々の多様性を認めることでもある。国際友

和会の総会に参加した当初、私はイスラム教、ユ

ダヤ教、仏教、自称「無宗教」の会員達に会って

驚いた。観察する内に多様な背景の人々の共通基

盤は創造主が与え賜う命への畏敬の念であること

がわかった。世界平和を目指すとしながら、他者

を排斥し、打算とかけひきに走る平和運動家に惑

わされてはならない。

　沖 縄 の ガ ン ジ ー と 呼 ば れ た 阿 波 根 昌 鴻

（1901-2002）の生き方を学ぼうと、毎春全国か

ら人々が集まる。友和会は政池仁先生が理事長の

頃から、阿波根さんを訪ねて教えを乞うた。田中

良子前理事長とご一緒に、私も毎春「学ぶ会」に

参加してきた。阿波根さんは敗戦直後、米軍が伊

江島に上陸し飛行場建設のため畑を焼き払って強

制収用した時、「私たちは土地を奪われ、食べて

行けません」と仲間たちとボロをまとい訴えた『乞

食行進』の実行で知られている。彼は米軍兵士に

対し、両肢を肩より上に挙げ威嚇するような姿勢

をとらず、相手を罵ることを戒め、徹底して兵士

らの良心に訴えた。一旦、返却されたわずかな耕    

作地を、再びブルドーザーで潰される苦渋を味

わっても、彼は「米軍は何故沖縄を占領したのか。

それは日本が最初に米国へ戦争をしかけたから

だ。そもそも戦争が悪いのだ」と、暴力で相手に

復讐することを戒めた。それは決して弱腰ではな

い。とことんまで相手の人間性を信じることによ

る強さである。

　一方、日本政府は米国と「日米安全保障条約」

を結び戦後 70 余年、沖縄を米国のアジア極東地

域戦略の拠点とする密約を結び、住民犠牲の上に

本土は繁栄してきた。沖縄の住民 4 人に１人が

70 年前の戦争で命を奪われ、本土の 0.6％しか

ない土地に米軍基地の 70％を押しつけられ、ヘ

リコプター事故が頻発しても、米軍に抗議しかで

きない。人口密集地にある普天間飛行場の代替え

と称して、辺野古の沖を埋め立て、原子力空母２

隻が入港できる大規模な軍港を建設中。住民の不

安と反対は北朝鮮の脅威を理由にくり返し無視。

翁長知事が政府の憲法違反行為を訴えても、わが

国の司法は政府寄りの判決しか出さない。政府で

はなく、住民目線で報道する沖縄の地元新聞を「潰

せ」などの暴言を吐く作家もいる。こうした背景

下で、沖縄の住民が非暴力精神による座り込み抵

抗を貫くことは並大抵ではない。今回の沖縄訪問

で反対運動の困難さと住民の勇気を改めて学んだ。

　伊江島での集会後、私達は高江と辺野古で座り

込み中の仲間を訪ね、支援の気持ちを伝えた。そ

の時、昨年の座り込み中、車に足を轢かれて大怪

我をされた８４歳の平良悦美さんにお会いした。

彼女は、怪我を負わせた青年が父親に伴われ謝り

に来た時、「自分たちは人殺しをするための基地

作りに反対しているのだよ」と諭して、彼も仲間

に招き入れた。その悦美さんに「もう大丈夫です

か？」とお尋ねしたら、彼女は微笑みながら「ええ、

この座り込みは今年で 21 年目です」との答え。

悦美さん達は「人殺しをする戦争に命をかけて反

対」している。それは「戦争そのものが悪い」と

のべた阿波根さんの信念と共通する。

　辺野古の海岸埋立てには 350 万トンの土砂が

必要だが現在はやっと２万トン投入とのこと。毎

朝 10 トントラック数十台が基地のゲート前に到

着。搬入阻止の座りこみの人々を警備員が実力で

排除後、トラックはゲート内に入る。怒号のとび

かう実力行使の間、悦美さんはまだ癒えない足を

かばい、少し離れて見守っておられた。ゲート前

から強制移動させられた私達は、搬入阻止が出来

ぬよう警官の輪の中に留め置かれた。その間、県

警の青年達は悦美さんをかばうよう立っていた。

何と、彼女は彼らから「先生」と呼ばれていた。

私達の案内役、石原つや子さんも、「先輩」と呼ば

れている。私は前に立つ警官にそっと尋ねた。彼

は那覇から通勤する 31 歳。「皆さんには抗議する

権利がある。僕は皆さんを守るのが任務です」。昨

年、警護の若者達は無表情で、私達の声かけに応

じなかった。政府は国民を分断し、互いに憎みあ

うよう仕向ける。だが、悦美さん、つや子さんは

日毎の活動を通し、県警の若者らと心の交流を育

まれている。その一方、海上にカヌーや小船での

座り込み参加者は身の危険も伴い、海上警備隊に

拘束される人々も続出とのことである。

　私達は若い世代に「人殺しの戦争はいけない」

と伝える責任がある。ところが公教育では、彼ら

に日本国憲法、特に 9 条の戦争放棄を教えない。

過去に日本軍が天皇の名において近隣諸国を侵略。

女性の人権を蹂躙し家を焼き払い、結果として原

爆投下を招いたこと。しかも迷惑をかけた人々へ

まだ心からの謝罪のないことは伏せている。だか

ら多くの日本人は何故、慰安婦問題がこじれてい

るのか理解できない。さらに、見逃せないのは政

府批判の民放各社へ 1950 年度に政治的公平性を

定めた「放送法４条」の撤廃案を検討中（毎日新聞

2018.3.29、 4.05　東京新聞 3.27、4.03、4.04)。米国

ではすでに放送の「公平原則」を撤廃、巨大化し

たメディア企業が傘下の 193 民放局に米国大統

領へ同調内容の放送を指示 ( 朝日新聞、2018.4.04)。

日本の首相も米国大統領も、「公僕」の意味を忘れ

ている。

　安倍内閣と与党は、国会議席数が 3 分の２をこ

えている間に、憲法改憲をするための発議を急い

でいる。18 歳まで投票権を与え、最低投票数も

決めず、投票者総数の過半数で国民の未来を決定

しようとしている。また公職選挙法と異なり、規

制なしの現在の国民投票実施は非常に危険。莫大

な資金を投入して大規模な広告宣伝のできる与党

（担当は「電通」）が圧倒的に有利になる。まずはメディ

アを規制する国民投票法の整備が先決（本間 龍 , 

2017「メディアに操作される憲法改正国民投票」岩波ブッ

クレット 972）。残念なのは、一旦選ばれると国会

議員らは国民の声より党の方針に縛られ、自主的

な判断が難しい。友和会は執行部が命令を下して

会員の行動を統制することをしない。各自の信仰･

信念に基づき自主的に決断し、行動するのが特色

である。

　友和会会員は全国各地で各自の出来ることに取

り組もう。沖縄と本土の著しい温度差をなくすた

め、教会、９条の会、地元の公民館や図書館など

に働きかけ、沖縄現地の新聞を共同購読しよう。

平和行進に参加する体力が衰えても、メディアの

動向を見守り、よい報道があればすぐ電話、Fax、

葉書で意見を伝え励まそう。憲法改悪阻止の

3,000 万人署名用紙を知人に返信用封書つきで依

頼したり、「９の日」の街頭ビジル、チラシ配布も

できる。若者らに沖縄の現状を知らせるため参加

費用を支援協力しよう。また、彼らの全国大会参

加費用への支援も大切だ。生かされていることを

感謝しつつ、可能な手段で平和実現に貢献しよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             

                                                                                                                       
　前理事長の田中良子さんと二人三脚で 9 年間、水戸潔事務局長と 3 年間、皆さまのお支えを受け

つつ友和会活動の一端を担わせていただけたことを感謝します。日本の国が、再び戦前･戦中のよう

に軍事優先、自己保身の社会にならぬよう、政府の暴走をしばり戦争放棄を約束した日本国憲法を、

世界中の子どもの未来のために精一杯守り抜きましょう。私達の迷い、不安、力不足を受容し、赦し

て下さる命の源、宇宙の創造主を信頼し、互いに支えあいながら、この時代の試練に取り組んで行け

ますよう、皆さまと共に祈り求めます。

　　　　　　　　　　　　目　　　次
巻頭言　友和会会員として・・・・・・・・・・・・・・・・・飯高　京子　２
2018 年度日本友和会総会関連資料（案）・・・・・・・・・・・・・事務局　４
いま、沖縄の現実に向き合う・・・・・・・・・・・・・・・・植松　信雄　10
沖縄の姿と日本・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・水戸　潔　11
残りの者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小関　道子　12
戦跡・資料館を訪ねる旅　黒部第三ダム・・・・・・・・・・・木村　宥子　13
アジアの村、自分の村、そして世界のために・・・・・・・・・岡田　栞那　14    
事務局通信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・事務局長　15
　　【書籍紹介】高江が潰された日・・・・・・・・・・・・・木村　宥子　15
　　FOR 読書会の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・坂内　宗男　15
2018 年度総会のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    理事会　16
編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ 編集長　16
ご協力ありがとうございました・・・・・・・・・・・・・・・・・理事会　16

       3 月 5日の辺野古ゲート前　
左：ゲート前に並ぶ警備員・警官
中：テント前で座り込む友和会メンバー
右：ゴスペルを歌う人々（普天間飛行場ゲート前）
後：埋め立て用砂利トラックの列 写真：中林憲一

フェンスにはとりどりの抗議のバナーが結び付けられてい
ます。でも最近、バナーをこのままにしておくと、夜の間
に誰かに盗まれるようになりました。だから毎日朝飾り付
け、夜は持って帰るようにしているそうです。
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辺野古のバナー
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